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1．教授挨拶
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苅尾教授挨拶

「コロナ禍よりの再起」

自治医科大学内科学講座・循環器内科部門

教授　苅尾　七臣

　本原稿を書いているのは2022年８月末、コロナ禍第７波のピークが過ぎようとしている。栃木県内
の関連病院でもクラスターが発生し、入院受け入れ制限が生じた。自治医科大学循環器センターＣＣ
Ｕも人数制限を余儀なくされ、急性期循環器疾患を受け入れられない時期があった。しかし、その時
に頼りになったのは近隣の医療機関であった。各病院単位では、乗り越えられない壁がある。その様
な局面で頼りになるのは顔の見える医療連携先であることを痛感した。今後、大学病院も脳卒中・循
環器病対策基本法のもと、地域連携がますます重要となってくる。
　学生指導は、コロナ禍中、ベッドサイド実習が制限された。当科は、徹底的にメディア授業を充実
させて対応した。しかし、それらを完ぺきにこなした熱心な学生でも、「患者を診る自信がない」と
の声があった。やはり、医学知識の充実だけでは患者は診られない。現場の多職種医療チームが多く
の医療情報をどのようにして集め、集約し、その重要度を考えて１人の患者の診療につなげてゆくと
いうプロセスに参加しないと自信は生まれないことがよくわかった。今後、ベッドサイドでしかでき
ない学生教育を充実させていきたい。
　学術活動においては、コロナ禍で学会参加ができなかった。人と直接会う機会がなくなると新しい
ビジョンの共有とモチベーション維持は難しくなることを実感した。特に若い人たちには多くの機
会を逸することになったのではないかと危惧する。これから、若い世代が、同世代や関心領域で活躍
している先人の姿を見たり交流したりする素地を再構築する必要がある。一方、学会発表を行わない
分、症例報告や研究を数多く英文国際学術誌へ発表できた。後進の論文指導をしていただいた先生方
に感謝したい。また、2021年より編集長を務めている日本高血圧学会誌・Hypertension Researchが
インパクトファクター5.5を超えたことは大変嬉しいニュースである。
2021年は循環器臨床領域の治療イノベーションである腎交感神経デナベーション治療とデジタル療

法の国内外の多施設臨床試験を完遂させ、臨床導入にむけて大きく前進できた。交感神経デバイス治
療は不整脈、心不全、CKDの治療につながる。今後、デジタル情報をヘルスケアから循環器診療情報
までつなげ、個人リスクを予測し、リアルタイムにリスク回避する仕組みを構築したい。
コロナ禍前は、多様な活動においてあまり意識することなく、多くの時間を割いていた。コロナ禍

で、多くの活動が制限された。コロナ禍からの再起に際して、これから何を残し、何を発展させてゆ
くか？　個人として組織として、一同、新たな志をもって取り組んでゆきたい。

2022年8月吉日
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2．医局の現況 2021
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医局の現況

「2021年を振り返って」

自治医科大学内科学講座
循環器内科学部門　講師授

2021年度医局長　小森　孝洋

2021年4月からに前医局長の甲谷友幸先生から医局長業務を引き継ぎました。2021年も前年同様

COVID-19感染に影響を受けながら診療業務・学術活動を行わなければならない状況でした。それで

は、2021年度の医局の状況を振り返っていきたいと思います。

人事

2021年度は10月に小古山由佳子先生が 上尾中央総合病院 の国内留学から戻られました。2022年4月に

は蓮見大樹先生、須田直樹先生のお二人が入局されました。7月からは デュッセルドルフ大学 から牧

元久樹先生が入局されました。また、2022年3月末で、自治医大で初期研修から勤務されていた滝 

瑞理先生、脇 広昂先生がそれぞれの道を歩むために退局されました。4月からは とちぎメディカル

センターしもつが に出向されていた藤原健史先生が 英国オックスフォード大学 へ留学されました。

長年勤務された先生が去るのは寂しい一方、新たに多数の先生方に医局に加わっていただき、非常に

うれしく思っています。

医局体制

水曜夕方開催されていた医局会を昼に移動し、また開催様式もMicrosoft teamsを用いたハイブリッド

開催にしました。COVID-19感染防止のため密を避けるという目的と、時間外の会議を減らす目的で

す。COVID-19が流行してから急速に広まったWeb会議でありますが、カテ室や外来からオンライン

で昼の医局会に参加する医局員もおり、かつてよりは参加人数が多くなった印象です。

医局としては、個人の生活を大事にできるような環境づくりを進めていく必要があると考えておりま

す。産休・育休については、出産を控えている女性医局員だけではなく、男性でも希望する医局員

が増えてきています。共働き・両親のサポートが得られないなど各家庭により状況はさまざまですの

で、各家庭の状況をヒアリングしたうえで育休の内容を決めるようにしています。また、不妊治療と

仕事の両立ができる職場環境づくりも求められるようになっており、治療の際の休暇取得などに配慮

しなければなりません。医師もかつて求められていた仕事一辺倒の働き方を見直し、家庭・家族との

かかわりを大事にしていく必要があります。業務過多により心身の健康を害する職場であってはいけ

ません。休みたい者が休める職場である一方、休まずに勤務している者の負担が増加してしまうこと
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も好ましくありません。休む者も休まない者も、各医局員が個人の生活を大事にしながら仕事ができ

る環境を医局として整えていくことが課題です。

2024年度から医師の働き方改革としての時間外労働の上限規制が適応されます。医局としては法律に

基づいた勤務ができるような体制を敷く必要があるため、今後病棟業務、検査、外勤などの体制を大

きく改変しなければならなくなります。法律に則った勤務体制の構築は現在のマンパワーでは困難が

予想されるため、迫ってきている医師の働き方改革の開始に合わせて診療のボリュームを調整してい

くことになると思います。しかし、救急医療や高度医療を提供する大学病院としての役割も果たす必

要があり、労働時間と必要とされる仕事量のバランスを取ることは非常に難しいことであると思いま

す。

2022年7月現在は、COVID-19の第7波により医師・看護師に多数の出勤停止者が発生していることか

ら、働き方改革よりも現体制を維持することが優先されている状況です。次年度もCOVID-19に影響

されるのか、With CORONAの状況になって平時と同じ状況になるのかによって、医局運営も大きく

変わってしまうと思います。

診療

診療においては、COVID-19流行下にも関わらず心臓カテーテル、アブレーションの件数は昨年と同

程度を維持しました。2021年中はCOVID-19の流行の波が何度も押し寄せてきましたが、スタッフ・

患者からも感染者を出さずに診療を維持することができました。2022年7月からのCOVID-19の第7波

はこれまでよりも影響は大きいですが、検査・手術件数を減らし、予定入院患者を絞るなどしながら

診療を維持しました。

教育

学生教育については、COVID-19の流行に合わせて形態を変えながら対応しました。メディア授業の

み、メディア授業と午前中のみのBSLの組み合わせを切り替えて実施しました。メディア授業一辺倒

の時期は、病棟で実際に患者さんを見たいという学生からの声が多く上がりました。一方、病棟実習

を行うことができた学生は満足度が高かった様子でした。学生教育は大学病院の責務の一つであり、

次世代の育成のために重要な仕事です。BSLに関わった医局員の尽力に感謝いたします。

研究

研究については、COVID-19の流行により大学から研究実施を控えるように指示が出た時期もありま

したが、バイオマーカー研究やWISDOM研究は継続しました。学会は、前期はほぼWeb開催、後期

にはハイブリッド開催も行われるようになってきましたが、低調でした。国際学会への参加は出入国

の点で困難であり、AHAやESCに医局員総出で向かうようなこともできませんでした。その中でも論

文作成は継続され、多くの論文が発表されました。執筆された先生方、指導いただいた先生方の努力

に感謝いたします。

以上、2021年度の循環器内科の状況を振り返ってみました。2022年7月になってもCOVID-19の影響か

ら逃れることはできず、まだWith CORONAとも言いがたい状況です。この厳しい状況の中、医局員
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には日々の診療、学生教育に力を尽くしていただき、大変感謝しています。COVID-19のことを気に

せず過ごせる時期が来ることを期待して日々頑張っていきましょう。
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過去5年間の診療実績
入院・外来患者数

新入院患者数 外来患者数（新来）

カテーテル検査・治療

心臓カテーテル検査
冠動脈インターベンション数（件数） 

POBA
Stent留置術

ロータブレーター
エキシマレーザー（2015年12月～）
下大静脈フィルター（一時留置のみ）

腎動脈サンプリング
IVUS/OCT
iFR/FFR

経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI） 

カテーテルアブレーション
WPW症候群

房室結節回帰頻拍
心房粗動
心房細動

心室頻拍・ 心室性期外収縮
心房頻拍

末梢動脈疾患のカテーテル治療
インターベンション数（病変総数）

大動脈腸骨動脈領域
大腿膝窩動脈領域

下腿領域
腎動脈領域

鎖骨下動脈領域
その他

ペースメーカー植込み
新規
交換

ICD,CRT-D植込み
新規
交換
ILR

1,392件 1,695件 1,658件 1,672件 1,699件
538 473 488 510 496
50 87 82 86 76
485 369 391 396 402
33 20 22 19 26

 6 3 0 5 3
 8 4 6 7 5
 3 - - - -

601 551 579 635 679
69 129 149 147 130

22症例 30症例 29症例 33症例 30症例

208症例 220症例 249症例 261症例 279症例
22 18 20 12 14
26 23 31 29 29
30 62 36 61 49
98 143 155 159 180
17 7 19 27 32
13 10 12 31 19

70症例 41症例 34症例 59症例 47症例
60病変 47病変 41病変 75病変 53病変
15病変 13病変 14病変 20病変 12病変
22病変 18病変 22病変 38病変 27病変
6病変 5病変 4病変 8病変 8病変
13病変 6病変 6病変 6病変 1病変
1病変 5病変 1病変 3病変 0

5病変
83 85 67 89 95
58 54 45 53 65
25 31 22 36 30

62 72 76 65 60
31 32 31 34 39
24 33 38 23 21

 7 7 7 8 8

2017年実績 2018年実績 2019年実績 2020年実績 2021年実績

外来患者数（再来）
2017年実績 1,883人 1,377人 26,976人
2018年実績 1,866人 1,276人 27,323人
2019年実績 1,768人 1,248人 27,349人
2020年実績 1,807人 1,047人 26,221人
2021年実績 1,847人 1,105人 26,963人
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英文論文数

英文論文数
2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
62 60 66 51 74 70 73 74 105 72 107 133

Impact Factor

Impact
Factor

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

140 205 282 158 258 267 241 274 443 232 472 788
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3．スタッフの紹介
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3．スタッフの紹介
（ 2022年度：2022.4.1現在）

教　授　　　苅尾七臣

教　授　　　新保昌久（医療の質向上・安全推進センター）

教　授　　　今井　靖（薬理学講座臨床薬理学部門）

教　授　　　興梠貴英（医療情報部）

教　授　　　宮下　洋（健診センター）

教　授　　　武田憲彦（循環病態・代謝学研究部）

学内教授　　星出　聡

准教授　　　船山　大（心疾患治療部）

准教授　　　原田顕治（冠動脈集中治療部）

准教授　　　甲谷友幸（成人先天性心疾患センター）

講　師　　　小形幸代

講　師　　　小森孝洋

講　師　　　渡部智紀

講　師　　　澤城大悟（薬理学講座臨床薬理学部門）

講　師　　　桂田健一（薬理学講座臨床薬理学部門）

学内講師　　上岡正志

助　教　　　清水勇人

助　教　　　鳥海進一（派遣中）

助　教　　　水野裕之（海外留学中）

助　教　　　大場祐輔

特命助教　　横田彩子（最先端循環モニタリング研究開発講座）

助　教　　　渡邉裕昭

特命助教　　小古山由佳子（地域医療循環器アジアITネットワーク研究拠点講座）

病院助教　　久保田香菜（臨床検査医学）

病院助教　　石山裕介

病院助教　　根岸経太（派遣中）

病院助教　　藤原健史（海外留学中）

病院助教　　渡辺貴裕（派遣中）

病院助教　　金子大介

病院助教　　鈴木悠介

病院助教　　篠原　肇

病院助教　　奥山貴文（派遣中）

病院助教　　小林久也（派遣中）

病院助教　　成田圭佑

病院助教　　佐藤雅史
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病院助教　　青山　泰（臨床検査医学）

臨床助教　　三玉唯由季

臨床助教　　齋藤俊祐

臨床助教　　鈴木規泰

臨床助教　　森田愛理 (派遣中)

臨床助教　　渡辺直生（派遣中）

臨床助教　　加倉井俊也（派遣中）

臨床助教　　平田悠翔

臨床助教　　和地純佳

臨床助教　　蓮見大樹

臨床助教　　須田直樹

大学院生　　佐藤智英（学外社会人大学院生：熊本赤十字病院）

大学院生　　小久保綾子（学外社会人大学院生：オムロンヘルスケア（株））

大学院生　　藤村研太

客員教授　　島田和幸（新小山市民病院理事長）

客員教授　　松尾武文（兵庫県立淡路病院　名誉院長）

客員教授　　土橋卓也（社会医療法人製鉄記念八幡病院）

客員教授　　蜂谷　仁（土浦協同病院）

客員教授　　Jiguang Wang（Shanghai Jiaotong University School of Medicine）

客員教授　　Bryan Williams（University  College London）

客員教授　　Sungha Park（Yonsei University College of Medicine）

非常勤講師　村田光延

非常勤講師　上野修市

非常勤講師　市田　勝

非常勤講師　去川睦子

非常勤講師　河野　健

非常勤講師　波多野将

非常勤講師　髙橋政夫

非常勤医員　三橋武司

非常勤医員　蜂谷　仁

非常勤医員　生方　聡

非常勤医員　星出陽子

非常勤医員　佐藤彰洋

非常勤医員　山中祐子

非常勤医員　西村芳興

非常勤医員　高橋真美

非常勤医員　松本知子

非常勤医員　藤村研太
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非常勤医員　新島　聡

研究生　　　西澤匡史（宮城20期）

研究生　　　山下英治（熊本22期）

研究生　　　横山靖浩（徳島31期）

研究生　　　毛見勇太（群馬36期）

研究生　　　坂田知久（栃木38期）

研究生　　　福田太郎（栃木39期）

一般研究生　鐘江　宏

一般研究生　早川　学

客員研究員　吉田哲郎

客員研究員　志賀利一

客員研究員　仁保　健

客員研究員　桑原光巨

研究補助員

菅原則子　　濵嵜春菜　　松本祐里　　大倉綾子　　　大河原幸恵

野末亮子　　諏訪裕美　　豊田理香　　冨谷奈穂子　　鈴木友貴子

岩下千英　　森本智子　　志賀智子　　原田紀子　　　塩川久恵

梅田久子　　横山貴子

2021年度末退職者（2022.3.31退職）

　助教　　：横田克明

　助教　　：滝　瑞里

病院助教：脇　広昂

認定医・専門医（2022年4月）

　日本内科学会認定総合内科専門医 苅尾七臣　他17名

　日本内科学会認定指導医 苅尾七臣　他33名

　日本内科学会内科認定医 苅尾七臣　他35名

　日本循環器学会専門医 苅尾七臣　他27名

　日本高血圧学会専門医 苅尾七臣　他2名

　日本心血管インターベンション治療学会専門医 船山　大　他2名

　日本心血管インターベンション治療学会認定医 船山　大　他12名

　経カテーテル的大動脈弁置換術指導医 船山　大

　日本不整脈学会専門医 今井　靖　他6名

　植込み型除細動器（ICD）治療認定医 今井　靖　他4名

　ペーシングによる心不全治療（CRT）認定医 今井　靖　他4名

　日本超音波学会認定超音波専門医 原田顕治　他2名
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　日本周術期経食道心エコー認定医 原田顕治　他2名

　日本心エコー図学会心エコー図専門医 原田顕治

　日本脈管学会認定脈管専門医 小形幸代

　日本臨床遺伝専門医 今井　靖

　日本心臓病学会専門医 苅尾七臣

　心臓リハビリテーション指導士 星出　聡　他1名

　日本プライマリケア連合学会認定指導医 石山裕介

　成人先天性心疾患学会認定専門医 今井　靖

　日本老年医学会老年科指導医 苅尾七臣
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【令和4年4月　入局のご挨拶】

＜蓮見大樹＞
　今年度より後期研修医として入局させて頂きました蓮見大樹です。出身は

埼玉県の羽生市で新潟大学を卒業し、自治医大で2年間初期研修を行いまし

た。初期研修中にも循環器内科の先生方にはお世話になり、勤勉でストイッ

クな姿を目の当たりにし、自分もこうなりたいという憧れと循環器内科とい

う学問の奥深さに惹かれ入局させて頂きました。

知識、技術ともにまだまだ未熟ですが、早く一人前の循環器内科医になれる

よう日々精進いたしますのでご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いします。

＜須田直樹＞
　今年度から循環器内科に入局させていただきました後期研修1年目の須田

直樹と申します。出身は栃木県で、獨協医科大学卒業後に当院で初期研修を

行いました。学生時代から循環器疾患に対して興味があり、初期研修を通じ

て興味がより深まるとともに循環器内科の分野で患者様のお役に立ちたいと

思っていたため、こうして医局員として迎えていただけたこと大変嬉しく

思っております。

　学術的に未熟であり先生方にご迷惑をおかけすることが多々ございます

が、自身の行動に責任を持ち真摯に取り組んでまいりますので、何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお

願いいたします。



－15－

【令和4年7月　着任挨拶】

自治医科大学データサイエンスセンター

（兼　内科学講座循環器内科学部門）准教授　牧元久樹
　今月からお世話になっております、牧元久樹と申します。

　6月まではドイツのデュッセルドルフ大学病院循環器内科にて、不整脈医

をしておりました。

　8年ぶりに日本の医療現場に帰ってきて、懐かしさと同時に、また改めて

色々と学び直さなくてはと気を引き締める思いを感じております。

　浦島太郎状態ですので、こんなことも知らないのかと皆様を驚かせてし

まうことも、もしかしたらあるかもしれません。改めまして、ご指導ご鞭

撻のほど、どうかよろしくお願い申し上げます。

コロナ禍も収束しておらず、医療現場にとっては大変な時期が続いておりますが、皆さんと一緒に

乗り越えていけたらと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

＜経歴・専門分野＞

2004年　東京大学医学部医学科卒業

2009年　国立循環器病研究センター　心臓血管内科 専門修練医（不整脈専攻）

2013年　東京大学医学部附属病院 循環器内科 特任臨床医

2014年　Heinrich-Heine-University Duesseldorf, Medical Faculty, University Hospital Duesseldorf,

Duesseldorf, Germany, Division of Cardiology, Pulmonology and Vascular Medicine

（専門：不整脈）

2022年　自治医科大学データサイエンスセンター

（兼 内科学講座循環器内科学部門）准教授
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【虚血性心疾患・心臓弁膜症カテーテル治療：船山 大】

　当院の虚血性心疾患治療は、生命予後を改善

させることを目標とし、冠動脈カテーテルイン

ターベンション（PCI）治療を行っており、低

侵襲PCI治療も継続して行っております。この

ほか高度石灰化病変に対しては積極的なロータ

ブレーター（高速回転式経皮経管的アテレクト

ミーカテーテル）治療、最近はDiamondbackに

よる治療も行っております。特に急性冠症候群

に対する緊急PCIに関しては、日本心血管イン

ターベンション治療学会（CVIT）専門医 3名

と認定医13名を中心としてチーム内で協力・連

携しながら、24時間365日対応可能な診療体制

を構築しています。基本的な感染対策を講じつ

つ、3つのカテーテル室を有効利用してさらに

治療実績を重ねた結果、心臓カテーテル検査に

おいては、2019年：1,658件施行に対し、2020

年：1,672件、2021年：1699件とCOVID-19禍に

あっても治療件数は増加しております。

　手術リスクの高い大動脈弁狭窄症患者に対す

る経カテーテル的大動脈弁留置術（TAVI）が

ハートチームによって順調に運用されており、

2017年に施設認定されてから、2022年6月末ま

でに157症例を施行しております。

　更に、IABPやPCPSで循環が維持できない

重症左心不全に対し、2021年2月より高難度新

規医療技術として、補助循環用ポンプカテーテ

ル インペラ（IMPELLA）の導入治療を行っ

ております。対象患者8症例に対し、内科とし

てIMPELLA　CP　7件の挿入治療を行いまし

た。

　また、若手のスキルアップに注力しており、

治療はもとより、臨床研究や学会発表、論文作

成等に積極的に取り組んでおります。

各分野からの紹介　＜2021～2022年＞

臨床アクティビティ
●冠動脈カテーテルインターベンション（PCI）

・細径カテーテルによる低侵襲な撓骨動脈

アプローチ

・積極的な冠動脈内イメージングの活用

・Physiology Guided PCI

・高度石灰化病変に対するロータブレータ＋

Diamondbackならびにエキシマレーザー冠動

脈形成術による治療

●下肢閉塞性動脈硬化症に対するカテーテル治

療（EVT）

●腎血管高血圧症に対する腎動脈ステント留置

術（PTRA）

●経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）

●補助循環用ポンプカテーテル（IMPELLA）

　PCI,TAVI共にNCD（National Cl inical 

Database）への全例登録、IMPELLAについて

はJ-PVADへの全例登録を行っています。

今後の目標
① 急性冠症候群に対する迅速なカテーテル治

療の実践として、全症例でdoor-to-balloon

時間90分以内の達成

② Poly-vascular diseaseの増加に伴う全身血

管の包括的インターベンションの実践

③ ハートチームによる手術リスクの高い大動

脈弁狭窄症患者に対する経カテーテル的大

動脈弁留置術（TAVI）について、今後も

地域連携を強化し良好な成績を目指す。

研究アクティビティ
　船山准教授および清水勇人助教を中心に、カ

テチーム全員で、バイオマーカー研究を行って
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おり、炎症・石灰化の視点からみた冠動脈病態

に関する臨床研究、冠動脈イメージングに関す

る臨床研究を継続しています。また、自施設内

のカテーテルインターベンションのデータベー

ス構築を行っており、今後臨床研究に展開させ

る予定です。

スタッフの動き
　大場祐輔助教　および　小古山由佳子特命助

教は、2021年11月に日本インターベンション治

療学会認定のカテーテル専門医を取得致しまし

た。また、小古山医師は2020年1月より上尾中

央総合病院に国内留学して末梢動脈疾患に対す

るスキルアップに励んでおりましたが、2021年

10月に当院に復帰し力を発揮しております。

　若手医師および新入局医師を含めたスタッフ

と共に、ウイズコロナ時代に適応し、他医療機

関で対応できない重症症例を受け入れて引き続

き最後の砦としての診療を担って行きたいと思

います。 
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臨床アクティビティ　2021年～2022年度

カテーテル検査・治療件数の推移

心臓カテーテル検査（年間件数）
PCI（件）
IVS/OCT
iFR/FFR

カテーテルアブレーション
末梢動脈のカテーテル治療
（TAVI）　　件

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
1,386 1,326 1,446 1,408 1,481 1,357 1,250 1,392 1,695 1,658 1,672 1,699
599 564 593 681 514 563 498 538 473 488 510 496
116 78 173 196 212 389 529 601 551 579 635 679
- - - - 1 13 13 69 129 141 147 130

175 162 148 75 145 141 180 208 220 249 261 279
55 65 76 98 76 59 70 70 41 34 59 47

22 30 29 33 30
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【不整脈治療：今井　靖】

　不整脈治療として背景となる器質的心疾患の

有無についての評価および存在する場合の治療

介入、リスク因子の管理・血栓リスクがある症

例における適切な薬物療法を行った上で、必要

な症例に非薬物療法：カテーテルアブレーショ

ン、植込み型電子デバイス（ペースメーカー、

植え込み型除細動器（ICD）、心室再同期療法

（CRT））手術を実施しております。現在、本

邦で認可された不整脈手技はほぼ全て実施可能

となり、地域の患者さんに最善かつ最適な診療

を提供出来る体制を確保しております。若手も

複数名が不整脈を専攻、奥山貴文先生が2020年

から不整脈を専門として多くの手技を習得しア

ブレーション・デバイス症例を重ね心房細動

アブレーションも独立した術者として手技を行

えるようになりました（2022年4月から新小山

市民病院へ異動）。2021年春からは佐藤雅史先

生・三玉唯由季先生が加わり、2022年7月から

はドイツ・デュッセルドルフ大学病院に留学・

不整脈の統括責任者をされていた牧元久樹先生

もさらに我々のグループの診療に加わって頂き

ました。また長年にわたり南会津病院　佐藤彰

洋先生が毎週火曜日にご来学頂き侵襲的手技の

サポートを頂いております。

今後さらに地域の診療ニーズに応えるべく不

整脈チーム一丸となって取り組んで参る所存で

おりますのでどうぞよろしくお願い申し上げま

す。

臨床アクティビティ
●心臓電気生理検査・カテーテルアブレーショ

ン

年間 279例（内訳）

　　心房細動180例（クライオバルーン31件）

各分野からの紹介　＜2021～2022年＞

　　心房粗動・心房頻拍　65例

　　上室頻拍/WPW症候群43例

　　心室頻拍・期外収縮32例　　　　他

　全てのタイプの頻脈性不整脈に対しての心臓

電気生理検査・カテーテル治療を実施してお

り、2016年11月からクライオバルーンを導入、

この頃から全体の6-7割を心房細動治療が占め

るようになりました。クライオバルーンシステ

ムが大半の症例で使用される時期がありました

が、最近では、心房細動のカテーテルアブレー

ションの中に占める持続性心房細動の比率が増

加、加えて再発例・難治例などが相対的に増加

し、高周波アブレーションが現在の治療の主体

となっています。

　Covid19感染遷延下にありますが、病院全体

での診療抑制の影響は比較的低く抑えられ、例

年通りあるいはそれ以上の手技を実施出来てお

ります。

　上室頻拍、WPW症候群、特発性心室頻拍・

多発する心室期外収縮には大きな変化はありま

せんが、陳旧性心筋梗塞・心筋症などの器質的

心疾患に合併する心室頻拍についても心内膜側

からのアプローチのみならず心外膜側からのア

プローチを適宜選択しながらアブレーションを

行っております。

　不整脈チームのホームグラウンドは２

カテ室ですがCARTO(Johnson & Johnson),

EnSite(Abbott), Rhythmia(Boston Scientific)と

いう３社の3-Dマッピングシステムを擁してお

り、症例毎に適切な機材を選択しながら治療成

績のさらなる向上と難治例・先天性心疾患・心

臓外科術後症例などの複雑例へも積極的に取り

組んでおります。しかし一方、医師のみならず

看護師、臨床工学技士、放射線技師など全ての
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職種における働き方改革が進められつつあり、

夕方を超えての長時間手技・勤務を抑制するこ

とに取り組んできたのがこの2021年―2022年で

ありました。主たる手技日は月曜日、火曜日終

日でその他、木曜午後、金曜午前にも手技が可

能です。月曜、火曜日は従来は一日3件として

いて夜20-21時ごろまでかかることが多くありま

したが、現在は月曜、火曜ともに2件に制限し

夕方17時を超過することが大幅に縮減されまし

た。

　現在、不整脈グループ全員が電気生理・カ

テーテルアブレーションに参画しております

が、特にその手技に専従するメンバーをご紹介

させて頂きます：渡部智紀先生（土浦共同病院

にて修練）がカテーテル室での電気生理検査治

療手技を統括しておられますが、筑波大学で

研鑽を積んで2019年に戻られた渡邉裕昭先生、

2020年4月から福島県立医大（不整脈グループ

のチーフ）から異動して上岡正志先生、そして

この7月ドイツ御留学から戻られた牧元久樹先

生（上岡先生と牧元先生はドイツ・ハンブルク

に同期に留学されており旧知の関係）と4人の

専門医・術者を擁する充実の体制となっており

ます。

　今日のこのような状況がありますのも本邦の

カテーテルアブレーションのリーダーのお一人

でおられる土浦共同病院循環器内科部長 蜂谷

仁先生のご指導・ご支援の賜物です。2013年か

ら現在に至るまで毎月ご来院頂き、当科の不整

脈チームの経験・診療体制等、折々の状況に応

じて懇切丁寧にご指導頂き、アブレーションの

診療体制が整い充実させることが出来ました。

2020年9月から循環器内科客員教授にご就任頂

き現在もご指導頂いております。今後も更なる

ご指導ご鞭撻を賜りたくよろしくお願い申し上

げます。

●植込み型電子デバイス植込み・管理

ペースメーカー　年間95例 (新規65、交換30)

ICD/ CRT手術　年間60例（新規39、交換21）

　植込み手技は主に小森孝洋先生（現・医局

長）、横田彩子先生が担当されていますが、甲

谷先生が成人先天性心疾患センター長としての

業務で多忙な中、難易度が高い手技について術

者あるいは指導的術者として加わっておられま

す。

　さらにリード・デバイス感染に対してはリー

ド抜去を含む全システム抜去が推奨されており

ますが、エキシマレーザーを用いたリード抜去

について筑波大学で研鑽を積んだ渡邉裕昭先生

を主軸に据え2019年度から心臓血管外科・麻酔

科のご支援のもと実施しており、その治療成績

も良好です。このリード抜去は栃木県内では当

院が唯一実施可能な施設となっております。当

院の麻酔科医師数の減少、手術室治療枠の制限

など多くの障壁がありますが、それを乗り越え

今後さらに拡充して参りたいと思います。

　また植込み型除細動器は従来、経静脈リード

によるものが唯一の選択肢でありましたが、

ペーシングが必要ない方には皮下ICDという選

択肢が現在あり、渡邉先生、上岡先生、甲谷

先生が積極的に関与し当院でも実施しており

ます。また除細動器（ICD あるいはs-ICD）植

え込みまでのつなぎとしての着用型除細動器

WCDを積極的に導入しており致死的不整脈の

ハイリスク症例においてブリッジ治療として積

極的に適用しております。

コロナ感染下にあってデバイスの点検は従

来、半年程度に１回外来に通院頂いて点検をす

るというのが通常のスタイルでしたが、患者の

来院回数を減らしつつ高品質なマネージメント

を達成すべくICD/CRT/ペースメーカーの機種

によらず積極的に遠隔監視（機械の情報を専用

の小型通信機を用いてウェブ上に情報送信）を

導入し不整脈デバイス担当スタッフが管理業務
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を行っています。

　最近、ヒス束ペーシングあるいは左脚ペーシ

ングなど刺激伝導系を直接ペーシングする手法

が学会でも話題になっておりますが、今後の課

題として取り組んで参りたいと思います。。

研究アクティビティ
　COVID19感染拡大の影響で学会が中止・延

期あるいはweb開催になるなど大きな制約があ

りましたが、日本循環器学会、日本不整脈心電

学会および関連学会（アブレーション、デバイ

ス）等で不整脈疾患・手技に関する症例報告・

臨床研究、不整脈と血圧・血行動態に関する臨

床研究について学術発表を行っており、植込み

型電子デバイスに関する疫学的研究、カテーテ

ルアブレーション手技にかかる臨床研究・症例

報告、血圧計の開発にリンクした形での心房細

動検出アルゴリズム開発など多岐に渡る研究成

果が論文化されております。

　毎週月曜日夕方に不整脈カンファランスを開

催し症例検討会を行い、不定期ですが研究につ

いてのミーティングを行っております。基礎研

究としましては東京医科歯科大学古川教授が主

任研究者として統括される心房細動原因遺伝子

の全ゲノム領域を検索する研究に自治医大病院

不整脈グループも参画し2021年12月登録作業が

完了しました。今後、この集積臨床データおよ

び遺伝子解析情報から心房細動発症・進行に関

与する新たな疾患感受性遺伝子群が捉えられる

ことが期待されます。

　後進の指導については発作性心房細動も含め

た主に上室性不整脈に対するカテーテルアブ

レーションおよびペースメーカー植え込みを責

任もって実施できる若手医師を育成できる指導

体制を敷いています。また小児科・心臓血管外

科とも連携しつつ、心臓手術術後、先天性心疾

患合併の不整脈にも対応しております。

今後の目標
　新館南棟の新しいカテーテル室に移り、もう

すぐ4年となりますが、今後この環境を有効活

用し放射線の被ばく量を低減化に努めるととも

に、カテーテルアブレーション手技のさらなる

安全性と治療成績さらなる向上を図りたいと考

えております。また今後数年以内で本邦でも開

始されるパルスフィールドアブレーションなど

新技術の取得と本邦導入時に速やかに自治医大

でもそれを実現出来るよう準備を進めて参りた

いと思います。

　植え込みデバイスについては全国的に見まし

てもハイボリューム施設の一つで、かつリード

抜去可能となっておりますが、この体制を維持

さらに強化し、デバイス植込みに関して外部か

らの見学・研修の受け入れなどCOVID19感染

が抑制された近い将来に実施出来る体制を構築

したいと考えます。

　また近年増加する成人先天性心疾患の関連し

た頻脈性不整脈に対しても最新の３次元マッピ

ングを用いて複雑な頻拍回路の同定が可能とな

り、積極的にアブレーション治療を進めてきて

おり、また小児例についても小児科・循環器

チームと密に連携し小児例に対するカテーテル

アブレーションにも取り組んでおります。

最後になりますが、不整脈グループとして重

ねてきた診療実績も日々臨床データとして蓄積

され、それを活かした研究を発信していきたい

と考えるところです。さらにバイオマーカー、

様々な生体モニタリングを活用した循環器疾患

予防・早期発見、更にそれらを遠隔的に統合集

積・管理する応用研究などを2022年度も広く展

開して参りたいと思います。今後もご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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【心不全治療：小森孝洋、原田顕治】

臨床アクティビティ
　心不全グループは、標準的な心不全内科的治

療を実施するための教室員の教育、心不全患者

に対する多職種連携の取り組み、重症心不全に

対する治療を行っています。 

　心不全治療においてはガイドラインに基づい

た標準的な薬物治療が必須となっています。本

年度は新しい心不全治療薬が使用可能となり、

標準治療の内容が変わりました。医局員に対し

ては、新しいエビデンスに基づいた薬剤使用を

徹底するように指導しています。また、薬物治

療だけでなく、リハビリや生活指導が再発予防

には欠かせません。病棟心不全患者に対して

は、毎週月曜日に心不全教室を開催し、患者家

族を含めて教育に努めています。心不全は進行

性の病気であることを説明し、アドバンス・ケ

ア・プランニングを意識して診療を行っていま

す。

　心不全患者は疾患以外の問題も多く有してお

り、家族関係、ADL、認知機能、生活状況など

の問題点へも同時に介入していく必要がありま

す。これは医師だけでは解決できない問題点で

あり、コメディカルとの連携が欠かせません。

そのため、看護師、理学療法士、薬剤師、栄養

士、臨床心理士を加えた心不全チーム医療カン

ファレンスを毎週月曜夕方に開催しています。

本カンファレンスでは、各職種から問題症例を

持ち寄ってディスカッションしており、患者さ

んの非医療的な問題点に対する介入が速やかに

できるようになりました。心不全に対する緩和

ケア科協力のもとに行っており、患者が終末期

を安楽に過ごせるよう取り組んでいます。

　外来においては、外来看護師と栄養士が主体

となって、減塩指導を中心とした心不全患者の

各分野からの紹介　＜2021～2022年＞

指導プログラムを運用しております。減塩指導

は心不全患者の自己管理における重要なポイン

トの一つです。前述の心不全チーム医療カン

ファレンスで提示された症例のうち、生活・食

事指導を徹底しないと心不全増悪の恐れがある

と考えられた症例は、患者さんに同意を得て本

プログラムに入っていただいております。この

介入により、患者さん自身の自己管理意識や疾

患への理解が高まり、心不全の増悪が抑制され

ていると実感しています。

　重症心不全については、引き続き心臓血管外

科と協力しながら診療を行っています。現在植

込み型補助人工心臓装着者は3名おり、移植を

待機しています。今年度は待機症例の1名が心

臓移植に到達しました。植込み型補助人工心臓

での移植待機症例においては、創部感染の問題

がありますが、多職種で協力しながらケアを

行っています。心移植の登録は東京大学と連

携しながら、滝 瑞里助教が行っておりました

が、2022年度は石山裕介医師が中心となって

行っております。

検査
　原田顕治准教授、小形幸代講師を中心に、外

来・病棟の心エコーを積極的に実施していま

す。2021年は8,248件の経胸壁心エコー、251件

の経食道心エコーを行いました。経食道心エ

コーでは術前心内血栓評価や3Dエコーを用い

た弁膜症の詳細な評価を行っています。核医学

検査は桂田講師を中心に行われています。心臓

MRIは心機能低下の鑑別、心サルコイドーシス

の鑑別などに近年積極的に行われており、2021

年は171件行われました。また、心臓リハビリ

テーションは、ここ数年の延べ人数は 8,000人
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を超えており、本年も8,053人について施行しま

した。

研究アクティビティ
　心不全患者を対象としたバイオマーカー研究

を進めております。病棟では心不全患者も対象

に加えて24時間血圧測定を行うHI-JAMP研究を

継続しています。また、弁膜症や簡易負荷心エ

コーなどの研究も進行しています。

　本年度も新型コロナウイルス感染が続き、研

究実行は困難な状況が予想されますが、くじけ

ずに継続していこうと思います。

　当科にて10年以上に渡り、診療・研究の中心

として活躍された滝 瑞里医師、脇　広昂医師

が、それぞれの道を歩むために2022年3月末に

退職しました。大きな功労に感謝致します。
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【高血圧治療：星出　聡】

臨床アクティビティ
　米国のコロンビア大学に留学中の水野裕之先

生に加え、令和4年4月から藤原健史先生が英国

オックスフォード大学に留学しました。

これまで地域の義務年限中から当科の社会人

大学生として高血圧の臨床研究を行っていた成

田圭佑先生が加わり、臨床面では、高血圧専門

外来（星出・成田）、SAS外来（桂田）を開設

しており、治療抵抗性高血圧や2次性高血圧の

精査、治療にあたっています。2次性高血圧の

原因として最も多い、睡眠時無呼吸症候群など

を積極的に鑑別しています。高齢化に伴い、動

脈硬化性の腎動脈狭窄の頻度も増加しており、

その表現型の一つとして腎血管性高血圧があり

ます。これも、当科にてカテーテルによる治療

を行っています。また、治療抵抗性高血圧の治

療としての腎交感神経デナベーションについて

も、当科で治験を進行中です。

研究アクティビティ
　高血圧グループが主体となり、日本全国の自

治医大の卒業生や実地医家の先生方とともに多

くの臨床研究を行っています。

・観察研究

▶ 震災被災者の家庭血圧モニタリングによる

循環器リスク予防に関する疫学研究

▶ 循環器リスク患者における情報技術を用い

た家庭血圧予測研究

▶ データ自動転送型血圧計を使用した家庭血

圧測定に関する観察研究

▶ ICTによる新規血圧モニタリングシステム

を用いた心血管イベント発症を予測する血圧

変動と応性に関する研究

各分野からの紹介　＜2021～2022年＞

▶ 治療抵抗性高血圧・循環器疾患における睡

眠血圧と呼吸障害の頻度と予後に関する研究

▶ 家庭血圧測定機能および身体活動計搭載の

マルチセンサーABPMを用いたICTによる全

国血圧追跡研究 (HI-JAMP、HI-JAMP-V)

▶ アジア人の血圧コントロール状態の評価に

関する研究

▶ 新規手首型家庭血圧測定を用いた観察研究

（WISDOM）
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＜2年目の留学だより＞
水野裕之先生より

　Columbia University Irving Medical CenterのShimbo Hypertension Laboratoryに留学させて頂き、2年

目になりました。当ラボは医師、プロジェクトマネージャー、データアナリスト、コーディネーターの

14人のスタッフで構成されており、明るく活気があるチームです。チームに日本人は私一人です。

　私は当ラボの研究データを使った論文や、米国の連邦医療保険プログラムであるMedicareのデー

タを使った論文を執筆しています。これらの論文では、PIであるDaichi Shimbo先生をはじめ、共

同研究者であるPaul Muntner先生（Professor, University of Alabama at Birmingham）やJoseph E.

Schwartz先生（Professor, Stony Brook University）といった、米国の著明な先生方から直接指導を

受けています。米国の大規模研究であるThe Jackson Heart Studyの定期Zoomミーティングにも参加

して、最新の知見や研究メンバーの視点を学んでいます。

コロンビア大学の工学部と共同で新規の血圧計を開発しており、その研究に私も参加しています。

当ラボがNIHのグラントで施行している複数の研究では、症例登録や毎週の定期ミーティングに参加

しています。

　2021年4月に渡米した当初は、COVID-19のパンデミックによる行動制限によって職場にも行けず、

毎日自宅で仕事をしていたので非常に寂しい思いをしました。しかし行動制限が緩和されるにつれ

て、日本人とアメリカ人の友人や研究仲間が増えました。これは私にとって大きな財産です。私生活

では、今年長男が誕生しました。慣れないうちは子育てが大変でしたが、だんだん慣れてきて、仕事

と子育てを両立できるようになりました。

　貴重な留学の機会を与えて下さった苅尾先生をはじめ、私の留学に協力して下さっている自治医大

の医局スタッフの方々、そして米国の研究者や当ラボのスタッフの方々に日々感謝しております。残

りの留学期間も、なるべく多くのことを学んで帰国したいと思っています。

Dr. Daichi Shimbo Shimbo HT Labのメンバー Dr. Paul Muntner
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Radcliff e Primary Care Building の前で

Summer partyでRichardと一緒に

＜留学だより＞
藤原健史先生より

（2022年8月）

　2022年4月より、イギリスのオックスフォード大学のNuffi  eld Department of Primary Care Health 

Sciencesに留学させていただいております。Hypertension teamの一員として臨床研究に携わってお

り、Richard McManus先生やJames Sheppard先生に日々ご指導いただいております。Hypertension 

teamには、general physicianの他、薬剤師、助産師、統計学者、そして大学院生など多くのメンバー

がいて、日々楽しく充実した臨床研究をさせていただいております。

　また、offi  ceのあるRadcliff e Primary Care Buildingには、Hypertension teamの他にも、Diabetesや

Infection team、また、ビックデータを扱うチームなど多くの部門があり、週2回全てのスタッフが集

まり、話ができる機会があるので、多くの知見を得ることができます。また、internationalな大学で

あるので、世界各国の文化に触れることができます。

　OxfordはLondonの北西に位置しており、電車を利用して1時間ほどで移動が可能な街です。大学

都市であり、街中にさまざまな大学関連施設があり、まさに”大学の中に街がある”といった印象で

す。歴史的建造物が多く、また緑も多いので、とても美しい街並みです。

　留学の機会を与えてくださいました苅尾先生を始め、多くの医局員の先生方に感謝申し上げます。

2年間しっかり勉強し、学んできたことを先生方に還元できるよう、努力させていただきます。
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4．診療実績
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診療実績
Clinical service（2021.1.1～2021.12.31）

1．外来患者数

3．病名別入院患者人数 
分　類 略　語 病　名 患者数

年間
1日平均

1,105人
4.5人

26,963人
111人

実日数　　243日 紹介率（病院全体） ： 80.0%
紹介率（循環器内科） ： 106.2%

（医療法改正により紹介率の算出方法が変わりました）

28,068人
115人

新　　来 再　　来 計

2．入院患者数（一般67床（A,B）、CCU10床、7階 20床）
年間
月平均

平均在院日数

1,847名（男性 1,244名、女性　603名）
154名
9.8日（外科転科の入院日数を含む）

心不全 CHF 心不全 305
虚血性心疾患 AMI 急性心筋梗塞 181

（24時間以内のAMI発症） 170
OMI 陳旧性心筋梗塞 310
AP 狭心症 322

post-CABG CABG術後 30
弁膜症 MVD 僧帽弁疾患 117

AVD 大動脈疾患 189
先天性心疾患 ASD 心房中隔欠損症 9

VSD 心室中隔欠損症 1
心筋症 DCM 拡張型心筋症 17

HCM 肥大型心筋症 26
HOCM 閉塞性肥大型心筋症 9

心サルコイドーシス 35
不整脈 SSS 洞不全症候群 60

WPW WPW症候群 15
AV-block 房室ブロック 109
Vf 心室細動 23
VT 心室頻拍 100

AF/AFL 心房細動・心房粗動 514
PSVT 上室性頻拍症 52

Pacemaker交換 51
感染症 IE 感染性心内膜炎 28

pericarditis 心外膜炎 4
myocarditis 心筋炎 3

血管、血栓症 Aortitis 大動脈炎症候群 0
DAA 解離性大動脈瘤 21
TAA 胸部大動脈瘤 2
AAA 腹部大動脈瘤 2
PE 肺塞栓症 25
IPAH 特発性肺動脈性肺高血圧症 1
ASO 閉塞性動脈硬化症 97
Buerger バージャー病 0

高血圧症 HT 高血圧 957
合計 （重複あり） 3,784
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5．主な検査・処置・治療件数

心臓カテーテル検査 1,699件
　　　  (含：緊急カテーテル） （357件）

①カテーテル検査・治療

14
19
1
1
10
45

PCI 496件
AMI/UAP 242件
Rotablator 26件
IVUS/ OCT 679件

※ 心房細動

※心房細動（肺静脈隔離：症例により三尖弁下大静脈峡部、上大静脈隔離を追加）

（IVC filter 挿入5 件（EVTと併施  2 件を含む）

末梢動脈疾患のカテーテル治療 53病変(47症例）
大動脈腸骨動脈領域 12病変
大腿膝窩動脈領域 27病変
下腿動脈領域 8病変
腎動脈領域 1病変
その他（静脈系） 3病変
その他（動脈系） 2病変

心房粗動・心房頻拍 65件
上室性頻拍 43件

流出路起源期外収縮・心室頻拍 25件
左室起源特発性心室頻拍 3件

心室頻拍（器質的心疾患に伴うもの） 4件

180件
(うち、31件がクライオバルーン）

病 名 人　　数

カテーテルアブレーション 　　279件

TAVI（経カテーテル大動脈弁置換術） 30件

（内訳）

4．死亡退院症例病名別リスト

急　　性　　心　　筋　　梗　　塞
心　　不　　全
肺　　塞　　栓
不　　整　　脈
そ　　の　　他
合　　計
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マルチスライスCTによる心臓（冠動脈）診断 560件
心臓PET-CT 65件
心臓MRI 171件

心筋シンチ  527件

②CT・核医学検査

デバイス植込み・交換 155件　+ リード抜去　9件
③デバイス関連手術

トレッドミル負荷試験 116件
④生理機能検査

循環器内科　（外来） 96件
循環器内科　（入院） 6件
他　　科 14件

心肺運動負荷試験（CPX件数） 138件

心臓エコー検査 8,248件

3,228件 870件 13件 4,111件
3,797件 340件 - 4,137件
7,025件 1,210件 13件 8,248件

循環器内科 心臓血管外科 他　　科 合　　計

（新規合計　104件、交換合計　51件）

循環器内科　（外来） 56件
循環器内科　（入院） 75件
他　　科 7件

（経食道エコー　221件）

テクネ負荷心筋（合計） 339件
（運動負荷） （140件）
（薬剤負荷）   （199件）
安静タリウム心筋 3件
心筋（タリウム+BMIPP） 31件
BMIPP心筋シンチ 0件
MIBG心筋シンチ 129件
安静テクネ心筋 4件
心筋ピロリン酸シンチ 21件

外　　来
入　　院

総　　合　　計

ペースメーカー 新規 65
房室ブロック 40

洞不全 19
徐脈性AF 6

交換 30
房室ブロック 19

洞不全 8
徐脈性AF 3

ICD/CRT 新規ICD植込み  39
交換 21
新規ICD植込み  26
ICD交換 9
新規CRT-D植込み  4
新規CRT-P植込み 1
CRT-D,-P 交換  12
ILR 8



－33－

心臓リハビリテーション 8,053件

⑤リハビリテーション

Holter心電図検査 1,675件
循環器内科（外来） 961件
循環器内科（入院） 162件
その他 552件

late potential検査 38件
循環器内科（外来） 20件
循環器内科（入院） 18件
その他 0件
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（B）学会発表

『国内学会・学術集会』

「第85回日本循環器学会学術集会」（2021年3月26～28日、横浜市　ハイブリッド開催）

＜会長特別企画22＞ 　成人先天性心疾患治療介入に必要な知識

今井　靖：Comprehensive Approach for Arrhythmia Complicated with Adult Congenital Heart 

Disease.

＜Late Breaking (Cohort Studies1)＞

苅尾七臣：Prevalence, Characteristics, and Prognosis of “True” Drug-resistant Hypertension 

Defi ned by ABPM：The Practitioner-Based Nation-wide JAMP Study.

＜Featured Research Session 1 (Others)＞

藤原健史：Clinical Impact of the Maximum Value of Home Blood Pressure on Cardiovascular 

Outcomes；A Novel Home Blood Pressure Variability Indicator.

＜Plenary Session 11＞　Renal Denervation Up-to-Date: Basic and Clinical Evidence.

　苅尾七臣：座長

桂田健一：Renal Nerve Mediated Regulation of Cardio-renal Function in Heart Failure: Role of 

Aff erent Renal Nerve. 

＜Featured Research Session 5＞

渡部智紀：Utility of Last Defl ection Mapping of Slow Pathway Potential for Cryoablation in Slow-

fast Atrioventricular Nodal Reentrant Tachycardia.

＜一般演題＞

＜OJ46： ECG/Body Surface Potential Mapping/Holter＞

奥山貴文：The Automatically Assessed P-wave Notch Predicts the Recurrence of AF in Patients 

Who Have Undergone Catheter Ablation.

＜OJ76：Obesity/SAS＞

小古山由佳子：Impact of Obesity on the Association of Borderline Ankle-brachial Index with 

Cardiovascular Events: J-HOP Study.

＜OJ87：Valvular Heart Disease/Pericarditis/Cardiac Tumor 1

脇　広昂：Impact of Postoperative Valvuloarterial Impedance on Poor Regression of Left 

Ventricular Hypertrophy One-year after Surgical Aortic-Valve Replacement in Aortic Stenosis.

＜OJ88：Valvular Heart Disease/Pericarditis/Cardiac Tumor 2＞

船山　大：Serial Changes in Cognitive Function Following Transcatheter Aortic Valve 

Implantation. 

＜OE076：CRT/ICD 3＞

甲谷友幸：Discussants

＜OE082：ECG/Body Surface Potential Mapping/Holter 1＞

甲谷友幸：The Automatically Assessed P-wave Notch Predicts Cardiovascular Events in Patients
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with Cardiovascular Risks.

＜OE102：Hypertension (Basic)＞

藤原健史：Left Ventricular Hypertrophy Increases the Stroke Risk in Patients with Masked 

Hypertension: The J-HOP Study.

＜OE103-5：Hypertension (Clinical)＞

成田圭佑：Morning Minus Evening Systolic Blood Pressure Difference (MEdifference) in Home 

Blood Pressure are Associated with Cardiovascular Events: The J-HOP Study. 

＜Heart failure (laboratory/biomarkers) 4＞

　滝　瑞理：座長

「第259回日本循環器学会　関東甲信越地方会（2021年2月13日Web開催）」

＜Case Report Award＞

福田太郎、水野裕之、原田顕治、脇　広昂、小形幸代、苅尾七臣：Calcifi ed amorphous tumorを

伴う多発性乾酪様僧帽弁輪石灰化（CCMA）により発症した心原性脳塞栓症の一例

＜静脈・肺高血圧＞

鈴木規泰、高橋政夫、大場祐輔、鳥海進一、新保昌久、苅尾七臣：大量の静脈血栓に対して内科的

治療が奏効した抗リン脂質抗体症候群の1例。

＜学術委員会企画セッション＞

　渡部智紀：座長（循環器専門医による脳卒中予防～経皮的左心耳閉鎖術を考える～）

「第260回日本循環器学会 関東甲信越地方会（2021年6月19日Web開催）」

＜弁膜症・心内膜炎＞

平田悠翔、脇　広昂、原田顕治、高橋政夫、大場祐輔、船山　大、苅尾七臣：保存的に加療しえた

房室伝導障害を合併したTAVI後感染性心内膜炎の一例

＜Student Award＞

加藤直人、藤井陽加エイプリル、宮井秀彬、宮川洋一（医学部学生）、甲谷友幸、苅尾七臣：心電

図自動解析におけるノッチ型P波の改良の試み 

＜セッションⅤ-2　末梢血管・大血管＞

　今井　靖：座長

「第261回日本循環器学会 関東甲信越地方会（2021年9月6日Web開催）」

＜第８回ダイバーシティフォーラム＞

【オンデマンド配信　教育講演】

　今井　靖：全身疾患に伴う心血管異常＋大動脈疾患・脳血管障害

＜不整脈＞

林　健太郎、渡部智紀、原田顕治、甲谷友幸、奥山貴文、上岡正志、今井　靖、苅尾七臣：DOAC

使用下に心房細動に対するクライオアブレーション後に、心房中隔穿刺部付近に血栓形成を認めた

1例
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＜大動脈・先天性＞

丸井康平、今井　靖、渡邉裕昭、久保田香菜、上岡正志、渡部智紀、甲谷友幸、苅尾七臣：心房中

隔欠損に対するカテーテル閉鎖術と副伝導路アブレーションで管理中のEbstein病の一例.

＜Resident Award＞

　苅尾七臣：座長

「第262回日本循環器学会関東甲信越地方会（2021年12月4日web開催）」

＜虚血性心疾患＞

三川千裕、青山　泰、小林久也、大場祐輔、篠原　肇、船山　大、苅尾七臣：鎖骨下動脈送血で経

皮的心肺補助装置を確立し経皮的冠動脈形成術(PCI)を行った急性広範前壁心筋梗塞の一例

＜心内膜炎＞

坂田知久、原田顕治、三玉唯由季、苅尾七臣：巨大子宮腺筋症に伴う非細菌性血栓性心内膜炎によ

り多発脳梗塞をきたした一例

＜case report award＞

権田勇樹、堀内　優、阿佐美匡彦、矢作和之、湯澤ひとみ、小宮山浩大、田中　旬、青木二郎、田

邉健吾：胸痛の鑑別に苦慮し、最終的に心膜外脂肪壊死の診断に至った一例

＜Clinical Research Award＞

　苅尾七臣：審査委員

＜学術委員会企画セッション＞

　渡部智紀：座長「心房細動を極める！」

「第23回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会」（2021年1月7～9日、福岡国際会議場）

＜シンポジウム4　ACHD の突然死を予防するために＞

今井　靖、甲谷友幸、久保田香菜、関　満、岡　徳彦、苅尾七臣：成人先天性心疾患患者における

突然死をいかに回避するか：一次予防の観点から 

＜一般口演 1 妊娠・出産＞

　久保田香菜：心疾患合併妊婦に対するβ遮断薬投与と胎児発育不全および新生児低血糖の関連性 

＜E - ポスター 2 不整脈＞

甲谷友幸：ICD 植え込み8年後に頻回作動を起こしたQT延長症候群の1例

＜教育講演19＞

　今井　靖：座長「EL-19 ACHD における遺伝性疾患を学ぶ」

「日本不整脈心電学会　第1回関東甲信越支部地方会（2021年1月30日 web開催）」

＜最優秀演題賞セッション＞

　渡邉裕昭：MediGuideテクノロジーを使用した心房細動アブレーションの1例

「第13回植込みデバイス関連冬季大会」（2021年2月5～7日　Web）

＜oral：ペーシング部位と効用＞
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小森孝洋：HOCM の左室流出路圧較差改善に，右室心尖部ペーシングと非侵襲的心拍出量計での 

AV delay 調整が有効であった1例

＜oral：複雑手技症例／植込み手技の工夫（3）＞

小森孝洋：上大静脈内に4本のリードが存在する症例に対し，3830 SelectSecure リードにて リード

追加を行った経験

＜oral：症例から学ぶトラブルシューティング＞

横田彩子：左右2本ずつ経静脈リードが留置された症例に新たに生じたリード不全に対する治療戦

略

「第29回　日本心血管インターベンション治療学会（CVIT 2020）」

（2021年2月18～21日　Web開催）

＜メディカル一般（口演・日本語）＞

鳥海進一：A case of angina pactoris with metal allergy.

船山　大：座長「A case of hemostasis with Coil and VIABAHN VBX for pseudoaneurysm of EIA 

branch after TAVI.」（ME43-1）

船山　大：座長「A new quantitative method of aortic root calcification assessment in patients 

who undergo TAVI.」（ME43-7）

船山　大：座長「Acute Changes in Left Vebtricular Mechanics and Myocardial Cellular Volume 

After Trans-Catheter Aortic Valve Implantation.」（ME43-8）

「第57回日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）関東甲信越地方会」

（2021年5月8日、web開催）

＜一般演題　口演 5　　ステントレス＞

福冨基城、渡辺貴裕、小林久也、高橋政夫、船山　大、苅尾七臣：Calcified nodule に基づく 

STEMIに対しWolverineTM + DCBが有効であった一例

＜SHD2＞

　大場祐輔：コメンテーター（一般演題　口演15）

＜アフタヌーンセミナー＞

　船山　大：座長「実臨床とクリニカルデータから見るXienceの安全性と有効性の将来の展望」

「第58回日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）関東甲信越地方会）

（2021年10月15～16日　Web開催）

＜ACS 4：大動脈解離、SCAD、その他 ＞

　船山　大：座長

＜ハンズオンセミナー＞

　船山　大：（講義）Reverse wire、冠動脈穿孔の対処法

＜一般演題＞

青山　泰、篠原　肇、渡辺慎太郎、浦井秀徳、村上円人：多枝病変に対しての経皮的冠動脈形成術
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に際して，通常流量の持続的血液ろ過透析が造影剤腎症予防に有効であった1例

金子大介、小林久也、大場祐輔、清水勇人、船山　大：Ultimaster tanseiが変形した急性心筋梗塞

の一例

「第46回日本脳卒中学会学術集会」（2021年3月12～14日　WEB）

＜日本脳卒中学会・日本高血圧学会　合同企画＞

　苅尾七臣：脳卒中急性期・慢性期の血圧管理

「第118日本内科学会総会・講演会」（2021年4月9～11日(Web配信)）

＜教育講演＞

　苅尾七臣：高血圧の最新治療2021　～ガイドラインからデジタルハイパーテンション

「第32回日本心エコー図学会学術集会」（2021年4月23～25日Web開催）

＜oral＞

石山裕介、原田顕治、脇広　昂、高橋政夫、小形幸代、苅尾七臣： スペックルトラッキング法が診

断に有用であった野生型トランスサイレチン心アミロイドーシスの一例

脇　広昂、原田顕治、鈴木悠介、森田愛理、青山　泰、苅尾七臣：術後Zva 高値は大動脈弁狭窄症

に対する外科的大動脈弁置換術1年後の左室肥大退縮不良を予測する

＜一般演題（口演）　腫瘤・腫瘍2＞

　座長：原田顕治

「第6回 日本肺高血圧・肺循環学会学術集会」（2021年5月6～8日京王プラザホテル、東京）

＜一般演題1　肺動脈性肺高血圧症1＞

久保田香菜、今井　靖、翁　家国、神田善伸、苅尾七臣：ダサチニブによる薬剤性肺動脈性肺高血

圧症と薬剤容量の関連性

「第9回 臨床高血圧フォーラム」（2021年5月15～16日　Web配信)

＜シンポジウム2　健やか100年人生を目指した新たな高血圧診療の取り組み＞

　苅尾七臣：座長

　西澤匡史：ICTを用いた家庭血圧管理システムでイベントゼロを実現する

＜次世代高血圧学委員会・実地医家部会合同企画（LIVE配信）＞

「高血圧診療秘伝の技」-私はこう治療している-

　藤原健史：初診の高血圧患者さん、どこを診ますか？

＜一般演題6　高血圧や合併症の診断＞

冨谷奈穂子：診察室および自由行動下における新規ウエアラブル腕時計型血圧計（HeartGuide）と

24時間自由行動下血圧計（ABPM）測定値の比較試験

＜YCA受賞演題セッション＞

YCA-3（優秀賞）
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　成田圭佑：家庭血圧と冬季発症心血管イベントとの関連

＜第11回女性研究者奨励賞＞

　冨谷奈穂子：成人就労者の職場高血圧に関するJ-HOP worksite研究

「第24回日本栓子検出と治療学会 / Embolus2021」（2021年6月4～5日　web開催）

＜シンポジウム2（エンボラス）：奇異性脳塞栓症の診断と治療を考える＞

甲谷友幸：デバイス治療の現状と課題

「第30回日本脳ドック学会総会」（2021年6月25～26日 三重県伊勢市（web開催）

＜シンポジウム７　白質病変の進展を防ぐための血圧管理＞

　小森孝洋：血圧の日内変動と白質病変

「第67回日本不整脈心電学会学術大会」（2021年7月1～4日 web開催）

＜Oral Presentation 35　ICD / SCD＞

Tomoyuki Kabutoya, Takeshi Mitsuhashi, Shibashi K., Yoshiga Y., Kohno R., Shimizu A., the 

Committee for Implantable Devices Enrollment and Assessment in the Japanese Heart Rhythm 

Society：Incidence and predictors of anti-tachycardia pacing treatment after implantable 

cardioverter defi brillator implantation in Japanese patients with coronary artery disease -JID-CAD 

study.

＜Oral Presentation 58　AF Ablation 11＞

Masashi Kamioka, Kazuaki Amami, Naoko Hijioka, Shinya Yamada, Takashi Kaneshiro, Yasuchika 

Takeishi（Fukushima Medical Universit）：Clinical Characteristics and Ablation Outcome in 

Patients with Asymptomatic Atrial Fibrillation.

＜Heart failure/AF＞

　chairman：Tomoyuki　Kabutoya

「第53回日本医学教育学会大会」（2021年7月30～31日 栃木県下野市 WEB）

＜オンデマンド07 医学教育　卒前：教養教育、導入、基礎医学／生命科学教育、社会医学＞

　今井　靖：自治医科大学における臨床薬理学教育

＜オンデマンド09 医学教育　卒前：臨床医学、臨床実習 1 ＞

甲谷友幸：循環器疾患のリモート臨床実習の試み

＜オンデマンド11 医学教育　卒前：臨床医学、臨床実習 3＞

原田顕治：Bed Side Learningにメディア授業をどう活かすか　～コロナ禍における当科の取り組み～

「第11回日本脳血管・認知症学会総会」（2021年8月28日　徳島県徳島市　web開催）

＜シンポジウム1＞

　小森孝洋：循環器系と認知症、血圧変動と認知機能
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「第69回日本心臓病学会総会」（2021年9月17～19日　米子市 WEB開催）

＜Young Investigator’s Award（YIA）＞

藤原健史、星出　聡、鐘江　宏、苅尾七臣：Clinical Impact of the Maximum Value of Home Blood 

Pressure on Cardiovascular Outcomes: a Novel Blood Pressure Variability Indicator.

＜一般演題（口演）16＞　症例報告（心筋症・心筋炎）2

　原田顕治（FJCC）： コメンテーター

＜一般演題（口演）36＞　症例報告（小児、先天性心疾患）

　今井　靖（FJCC）：コメンテーター

「日本成人先天性心疾患学会　第23回ACHD NIGHT」（完全web）(2021年9月24日)

　今井　靖（座長）：心不全治療の新たな潮流、ACHD領域にどう活かすか」

「PCI Optimization by Physiology And Imaging 2021」（2021年9月24～25日Web開催）

＜Video Live Demonstration 6＞

　船山　大：コメンテーター

「ADATARA LIVE DEMONSTRATION　2021」(2021年9月30～10月１日　Web開催)

＜Video Live Demonstration 5＞

　船山　大：IVUSコメンテーター

「日本不整脈心電学会 第1回中国・四国支部地方会」（2021年10月9日WEB）

＜シンポジウム＞

甲谷友幸：JID-CAD Study について

「第43回日本高血圧学会」（2021年10月15～17日　WEB）

＜スポンサードシンポジウム3＞

苅尾七臣：急速に進化し続けけるデジタル療法と高血圧治療における実態～治療用アプリによる治

験結果から見えるものとは～

＜Late Breaking Abstracts 1＞　コホート研究

苅尾七臣：超音波腎デナベーションシステムを用いた治療抵抗性高血圧を対象とした日韓臨床試験

（REQUIRE試験）の主要評価結果

星出　聡：血圧モーニングサージと脳卒中発症リスク：JAMP研究

石山裕介：動脈スティフネスが家庭血圧日間変動と心負荷及び心血管イベントの関係に与える影響

苅尾七臣：異なる夜間血圧下降サブグループにおける夜間血圧およびナトリウム利尿ペプチドに対

するエサキセレノンの効果

＜Late Breaking Abstracts 2＞　介入研究

　苅尾七臣：24時間自由行動下血圧測定を用いた日本人本態性高血圧患者におけるサクビトリルバ

　成田圭佑：家庭血圧で定義した治療抵抗性高血圧と心血管イベントとの関連
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小古山由佳子：高血圧患者における腎デナベーションの降圧効果：無作為化シャム対照比較試験の

メタ解析

＜Late Breaking Abstracts 3＞　断面研究

苅尾七臣：腎デナベーションへのPatient preferenceとその影響因子に関する全国調査（J-NEEDs 

Survey）

苅尾七臣：就労・高血圧患者における腕時計型ウェアラブル血圧計で測定した血圧値と左室心筋重

量係数との関連

＜ランチョンセミナー 10＞　睡眠呼吸障害に対するPTT血圧測定の意義

　星出　聡：PTT血圧は、血圧変動評価に最適か？　-PTT血圧多施設共同研究

＜ランチョンセミナー 12＞ 

　苅尾七臣：腎デナベーション Up-to-date　～最新のエビデンスと今後の展望～

＜Late Breaking Abstracts 1＞　コホート研究

苅尾七臣：超音波腎デナベーションシステムを用いた治療抵抗性高血圧を対象とした日韓臨床試験

（REQUIRE試験）の主要評価結果

＜一般口演（臨床）　血圧測定・血圧変動1＞

　冨谷奈穂子：手首型家庭血圧計で測定した夜間睡眠中血圧の再現性に関する検討

　冨谷奈穂子：腕時計型ウェアラブル血圧計で検出した「ストレス高血圧」に関する検討

星出　聡：閉塞性睡眠時無呼吸症候群患者における持続陽圧呼吸療法のアドヒアランスと家庭血圧

コントロールの関連

星出　聡：睡眠時無呼吸症候群を疑われた患者でのPulse transit time (PTT)でとらえたBeat-to-beat

血圧と定時測定血圧の差：PTT血圧・SAS研究会

＜一般口演（臨床）　血圧測定・血圧変動2＞

　小森孝洋：短期間の血圧変動性の増大は心不全の認知機能の低下と関連している

　成田圭佑：夜間家庭血圧で定義した仮面夜間高血圧患者の臨床的特徴

苅尾七臣：高齢者非弁膜症性心房細動患者における塞栓性・出血性イベント発現の家庭血圧リスク

閾値：ANAFIE Registry 高血圧サブコホート5,000例の追跡エビデンス

＜Late Breaking Abstracts 2＞　コホート研究

苅尾七臣：24時間自由行動下血圧測定を用いた日本人本態性高血圧患者におけるサクビトリルバル

サルタンの降圧効果

成田圭佑：家庭血圧で定義した治療抵抗性高血圧と心血管イベントとの関連

小古山由佳子：高血圧患者における腎デナベーションの降圧効果 ：無作為化シャム対照比較試験の

メタ解析

＜一般口演（臨床）　脈圧・脈波＞

甲谷友幸：座長

＜Asia Joint Session：　The Unity of Hypertension Societies in Asian Countries and Regions to　

Overcome Hypertension and Hypertension-related Diseases in Asia＞

　桂田健一：コメンテーター

　今井　靖：Modetator(Part 2)
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「第6回日本心臓リハビリテーション学会 関東甲信越支部地方会」

（2021年10月16日Web開催）

＜Liveシンポジウム＞

新保昌久：心血管イベント抑制を目指した高血圧管理 ～栃木県の現状・特徴を踏まえた取り組みと

課題～

「第74回日本自律神経学会総会」（2021年10月23～24日）

＜自律神経レクチャーズ14＞

　苅尾七臣：心・腎機能の交感神経性制御ー腎デナベーションUp-to-Date

＜自律神経レクチャーズ8＞「心ー脳ー腎連関」

　苅尾七臣：座長

＜自律神経レクチャーズ9＞「自律神経経路を介した臓器連関と肝疾患」

　苅尾七臣：座長

「第33回血圧管理研究会」（2021年11月27日　Web）

＜セッション1＞

冨谷奈穂子：手首式家庭血圧計と上腕式家庭血圧計による夜間血圧測定に対する患者の認容性およ

びデータ取得率の検討

　苅尾七臣：座長

＜セッション2　日野原重明賞受賞＞

星出　聡：脳性ナトリウム利尿ペプチドの上昇は、夜間血圧上昇を介して心血管イベントに関連す

る

　成田圭佑：夜間家庭血圧による治療抵抗性高血圧患者の心血管リスク層別化

「第42回日本臨床薬理学会学術総会」（2021年12月9～11日、仙台市　Web）

＜ベッドサイドの臨床薬理学　ワークショップ＞

今井　靖、久保田香菜、上野修市、苅尾七臣、荒川昌史、西島秀和、片野昌宏、吉岡崇幸、釜井聡

子、中澤寛仁：肺動脈性肺高血圧の原因特定あるいは治療に苦慮した２症例

「日本内科学会 第674回 関東地方会」

（2021年12月11日東京（日本都市センター））

＜一般演題＞

森田愛理、小林久也、平田悠翔、齋藤俊祐、金子大介、篠原　肇、大場祐輔、横田彩子、船山　

大、苅尾七臣：Basedow病の内服治療を中断後に生じた冠動脈入口部攣縮を冠動脈CTおよび冠動

脈造影で多角的に捉えることができた1例.
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国際学会

「15th Scientifi c Meeting of Indonesian Society of Hypertension, Indonesia [Virtual participation], 

February 27-28, 2021.」

１）Kario K.: Riser pattern of nocturnal blood pressure as the risk of cardiovascular disease.

２）Kario K.: Current status of HBPM in the management of hypertension. Focus in Asia.

「The 16th Asian-Pacifi c congress of hypertension, New Delhi, India (online). March 12, 2021.」

Narita K., Hoshide S., Kario K.: Association of treatment-resistant hypertension defi ned by home 

blood pressure monitoring with cardiovascular disease incidence. 

「Joint Meeting ESH-ISH 2021, Glasgow, United Kingdam [On-Air], April 11-14, 2021.」

１）Kario K.: Digital transformation and artifi cial intelligence for precise hypertension.

２）Kario K.: SNS, masked hypertension, white coat hypertension, controlled and uncontrolled.

３）Kario K.: Eff ect of mineral corticoid receptor blocker, esaxerenone, on nocturnal hypertension: A

post hoc analysis of ESAX-HTN study (ID:1783).

４）Komori T., Hoshide S., Kario K.: The association between blood pressure and physical activity

during climbing Mt. Fuji -The comparison study with daily living.

５）Komori T., Hoshide S., Kario K.: Morning surge in blood pressure as a predictor of worsening

heart failure in heart failure with reduced ejection fraction.

６）Komori T., Hoshide S., Kario K.: Short-term blood pressure variability was associated with

cognitive impairment in heart failure with preserved ejection fraction.

７）Mizuno H., Hoshide S., Kario K.: Sleep blood pressure and sleep blood pressure surge in

patients with sleep disordered breathing and heart failure.

８）Mokwatsi G., Hoshide S., Fujiwara T., Negishi K., Schutte A.E. , Kario K.: Direct comparison of

home versus ambulatory defi ned nocturnal hypertension for predicting cardiovascular events:

The J-HOP study.

９）Narita K., Hoshide S., Kario K.: Mean annual temperature in various region is associated with

the prevalence of masked morning hypertension: the J-HOP study.

10）Narita K., Hoshide S., Kario K.: Seasonal Variation of Nighttime Home Blood Pressure and Its

Association with Target Organ Damage: The J-HOP Nocturnal Blood Pressure Study.

11）Narita K., Hoshide S., Kario K.: Association of cardiovascular outcome with the slope between

systolic blood pressure and pulse rate measured by ambulatory blood pressure monitoring in a

Japanese general practice.

12）Narita K., Hoshide S., Kario K.: Seasonal variation of masked uncontrolled nocturnal hypertension

measured by nightime home blood pressure: The J-HOP nocturnal blood pressure study.

13）Narita K., Hoshide S., Kario K.: Clinical characteristics in the patients with masked uncontrolled

nocturnal hypertension measured by nighttime home blood pressure monitoring: The J-HOP
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nocturnal blood pressure study.

14）Narita K., Hoshide S., Kario K.: New concept of Trigger-specific blood pressure sensitivity

“Thermosensitivity”measured by ICT-based multisensor ABPM in patients with heart failure.

15）Negishi K., Hoshide S., Ishiyama Y., Shimizu H., Shimpo M., Kario K.: Growth Diff erentiation

FACTOR-15 is an Independent Predictor of Cardiovascular Disease in Japanese Patients with

Cardiovascular Risk Factors: THE J-HOP STUDY.

「HOPE Asia Network Symposium for May Measurement Month (MMM) 2021, [Webinar], May 8, 

2021.11」

　Kario K.: Wearable devices on BP monitoring. 

「Pulse of Asia 2021 Seoul. July 2-3, 2021」（WEB）

１）Kario K.: Need of Noninvasive, Continuous BP Monitoring in the“Digital Hypertension”Era.

２）Kabutoya T., Hoshide S., Kario K.: The Cardio-Ankle Vascular Index was Associated with

CHADS2 Score in Patients with Atrial Fibrillation.A Coupling Registry Study.

３）Kabutoya T., Hoshide S., Kario K.: Depression was associated with atherosclerosis and

cardiovascular events, especially in male patients at risk for cardiovascular disease.

４）Imai Y.: Session Cutting Edge Vascular Research(Chairperson).

「Heart Rhythm 2021, Boston, MA, USA（WEB）, July 28-31, 2021.」

１）Kamioka M., Okuyama T., Watanabe H., Yokota A., Watanabe T., Komori T., Kabutoya T., Imai

Y., Kario K.: The Correlation between Left Atrial Wall Hypertrophy and High Unipolar voltages

along the Ablation Line and their Impact on Atrial Fibrillation Recurrence in Patients after

Pulmonary Vein Isolation.

２）Kamioka M., Okuyama T., Watanabe H., Yokota A., Watanabe T., Komori T., Kabutoya T., Imai

Y., Kario K.: Electrophysiological Predictor And Anatomical Characteristics In Patients With

Ventricular Tachyarrhythmia Arising From The Left Ventricular Summit.

「ESC Congress 2021 - The Digital Experience, [Virtual congress], August 27-30, 2021.」

　Kario K.: Effi  cacy of digital therapeutics for essential hypertension (HERB-DH1 pivotal study).

「The 19th International Symposium on Atherosclerosis (ISA2021), Kyoto [hybrid; virtual 

participation], October 24-27, 2021.」

Kario K.: Hypertension/ kidney disease - Systemic Hemodynamic Atherothrombotic Syndrome 

and Resonance Hypothesis of Blood Pressure Variability: Triggering Cardiovascular Events.

「Asian Cardiovascular Clinical Research Seminar 2021, China [Virtual event], October 25-26, 

2021.」
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　Kario K.: Digital Hypertension Management: Up-to-Date.

「Asian Pacific Society of Cardiology Cloud Forum in Cardiovascular Disease, [Virtual 

participation], October 27, 2021.」

Kario K.: Digital therapeutics via smartphone in hypertension treatment: from home BP to holistic 

lifestype modifi cation.

「Vietnam National Heart Association Scientific Meeting 2021, Vietnam  [Virtual participation], 

November 5-7, 2021.」

　Kario K.: What I should change in hypertension management in 2021.

「AHA 2021, Boston, MA, USA [WEB], November 13-15, 2021」

Kamioka M., Okuyama T., Watanabe H., Yokota A., Watanabe T., Komori T., Kabutoya T., Imai 

Y., Kario K.: Unipolar Voltages are Associated with Left Atrial Wall Thickness and Predict Atrial 

Fibrillation Recurrence after Pulmonary Vein Isolation.

「Saudi International Hypertension Conference, Kingdom of Saudi Arabia [Virtual participation], 

November 24-27, 2021.」

Kario K.: Perfect 24 h BP management from morning to nocturnal hypertension: evidence and 

practice.

『講演会・研究会』

2021年1月9日（web）第10回Point-of-Care超音波研究会

　講演：原田顕治「領域別企画（循環器）：心エコー検査をしてみたけれど．．．「心臓の外に見える

もの」

2021年1月14日・2月14日（Web）　循環器地域連携Webセミナー（不整脈地域連携）

　渡部智紀、渡邉裕昭、小森孝洋　「不整脈診療の現状について（カテ―テルアブレーション・デバ

イス治療）」

2021年1月16日（web）　JSACHD ALL STAR WEBSEMINAR 2021（成人先天性心疾患学会が中止

となり、代替としてセミナーが行われた）

　講演：今井　靖　「マルファン症候群および関連疾患」

2021年1月25日（Web）　心不全治療のパラダイムシフト in 栃木

　講演：滝　瑞里　「自治医大における心不全治療の実際」

　座長：原田顕治

2021年1月25日（Web）　高血圧治療セミナー

　講演：藤原健史　「脳心血管イベント克服のための高血圧治療～家庭血圧の重要性～」
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2021年2月5日（web）　FROST-AID　From the standpoint of  less fluoroscopy　-Aim the 

important usage of devices-

　ディスカッション：渡邉裕昭　「透視削減のテクニックを中心としたディスカッション」

2021年2月15日（Web）　第4回栃木県若手循環器勉強会

　講演：上岡正志　「アセチルコリン誘発性冠攣縮を合併したQT延長症候群の一例」

　座長：今井　靖、渡部智紀

2021年2月18日（web 小山グランドホテルより）　1st Jichi Cardiovascular Network

　講演：苅尾七臣　「自治医科大学における心不全抑制を目指した高血圧治療の最前線2021」

2021年2月18日(Web)　心房細動 Live Symposium

　講演2：甲谷友幸　「発作性心房細動のみつけかた　～どの患者に、どのデバイスで～」

2021年2月25日（Web）　Coralan Symposium 2021

　特別講演座長：滝　瑞里　「心不全治療 THE NEXT ～beyond the HR control～」

　ディスカッション司会：小森孝洋　「新規慢性心不全治療薬イバブラジンの活用

方法」　パネリスト：桂田健一、脇　広昂、石山裕介

2021年2月27日（Web）　薬師寺心血管エコーセミナー

　プレゼン1：石山裕介　「深部静脈血栓症におけるエコー診断の重要性」～当院の現状を踏ま

えて～　プレゼン2：脇　広昂　「本当に大丈夫？ARの重症度評価」

　座長：原田顕治

2021年3月1日（Web）　エンレストweek 心不全治療のPARADIGMシフト

　講演：原田顕治　「自治医科大学におけるエンレストの使用経験～心機能に着目して～」

2021年3月1日（Web）　循環器Live Symposium 冠動脈疾患

　座長：船山　大　「複雑病変治療後の抗血小板薬、抗凝固療法の使い方」

2021年3月4日（Web）　第16回栃木県動脈硬化研究会（Web）

　講演：鳥海進一　「日本人における痩せ・肥満と心血管イベントとの関連」

　座長：新保昌久

2021年3月5日（Web）　Physiology Seminar for Next Generation

　Case Discussion 「Diff use病変」：小林久也

2021年3月5日（Web）　抗血栓シアター

　講演：甲谷友幸　「ホルター心電図には頼らない！～心房細動早期検出早期治療介入の重要性～」

2021年3月8日（Web）　第8回若手医師のための心不全セミナー

　座長：石山裕介　「心不全におけるサルコペニアの意義」

2021年3月12日（Web）　Conference of Fabry disease in 栃木

　講演Ⅰ：滝　瑞里　「肥大心精査から診断に至った古典型ファブリー病の一例」

2021年3月12日（Web）　臨床で役立つ研脈Webセミナー

　講演②：甲谷友幸　「糖尿病患者の発作性心房細動をどのように見つけるか」

2021年3月18日（Web）　血圧で人生が変わるWebセミナー

　講演：藤原健史　「脳心血管イベント克服のための高血圧治療～家庭血圧の重要性～」

2021年3月30日（Web）　Diabetes and Hypertension Web Seminar
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　講演：苅尾七臣　「循環器疾患抑制を目指す糖尿病治療-日本人のエビデンスLuscarを踏まえて」

2021年4月2日（Web）　地域医療における心不全診療を考えるin 嶺北（高知県）

　特別講演：原田顕治　「心不全診療における最新の話題と日常診療のポイント」

2021年4月6日（Web）　JICH CV ＆ Diabetes Web conference

　講演：苅尾七臣　「CVイベント抑制を目指した高血圧糖尿病治療戦略」

2021年4月6日（Web） FURTHER ACCENTS ON THE CRYO

　第3部コメンテーター：　渡部智紀　「CryoBalloonの更なる有効的なアプローチを追求」

2021年4月9日（Web）　Essential ARNI Web Live Symposium

　パネリスト：原田顕治 「ARNIをどのように心不全治療の治療戦略に組み込むか？」

2021年4月15日（Web）　第8回　SHATS座談会

　特別講演Ⅱ：座長　新保昌久

2021年4月15日（Web）　WOMEN DOCTORS CONFERENC～心不全治療を考える～

　講演：滝　瑞里　「当院での心不全診療への取り組み」

　座長：小形幸代

2021年4月19日（Web）　J Heart Failure Web Meeting 2021

　lecture session1： 座長　小森孝洋

　lecture session2：　講演 苅尾七臣　「高血圧・心不全治療の最前線2021」

2021年4月19日（Web）　Expert　Web Meeting

　講演：滝　瑞里　「当院における心不全症例について」

2021年4月23日（web）　第13回ACHDウェブセミナー

　講演：今井　靖　「マルファン症候群を極める　Marfan関連疾患：ここまで明らかになった！」

2021年5月14日（web）　北関東心エコーWEBセミナー

　特別講演座長：原田顕治

2021年5月20日（Web）　Heart Failure Medical Seminar 2021

　特別講演座長：苅尾七臣　「新規慢性心不全治療薬イバブラジンの活用方法」

　ディスカッション司会：新保昌久

　症例提示：齋藤俊祐

　パネリスト：渡部智紀、清水勇人、滝　瑞里、鈴木悠介

2021年5月20日（Web）　PCI after TAVI Seminar in 栃木

　講演：大場祐輔　「Evolut留置後、血栓によりLCA閉塞となった1例」

　座長：船山　大　「TAVI後のPCI　Tios＆Techniques」

コメンテータ：高橋政夫（コメンテーター

2021年5月20日（Web）　循環器地域連携Webセミナー（不整脈地域連携）

　Session1：不整脈診療の現状について

　　上岡正志：～カテーテルアブレーション～

甲谷友幸：～デバイス治療～

　Sesson2：今井　靖　「不整脈の地域連携と治療戦略～最新のガイドラインを踏まえて～」

2021年5月24日（Web、福島県会津若松市）　会津医学会学術講演会～会津の高血圧治療を考える～
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　講演：苅尾七臣　「コロナ禍における脳心血管病予防を見据えた高血圧治療戦略～家庭血圧の重要性」

2021年5月28日（Web）　Stroke × Cardiovascular Web conference

　講演1　座長：苅尾七臣　『冠動脈疾患に対する抗血栓療法のニューノーマル』

　講演2　コメンテーター：船山　大　『脳卒中循環器病対策推進計画を踏まえた地方都市の取り組み』

2021年5月28日（Web）　CRYSTAL　栃木

　第1部　演題③：奥山貴文　「自施設のクライオアブレーション」

　第2部　コメンターター：渡部智紀、奥山貴文

2021年5月29日　第12回　栃木心血管インターベンション研究会（Web）

　一般演題　ディスカッサンド：清水勇人

　特別講演　ディスカッサンド：小林久也　「 Ischemia試験後のState of Art PCI 」

　当番幹事：船山　大

2021年6月1日　次世代をリードするカテ医の会2021

　一般講演　座長：清水勇人

2021年6月3日　日本における心不全治療の新たな展望　‒ Before ARNI vs with ARNI ‒

　Session2　心不全治療にARNIを活かす

　　座長：苅尾七臣

　　症例提示： 原田顕治

2021年6月8日（web）　心不全治療連携セミナーin　小山

コメンテーター：新保昌久「見えてきた！イバブラジンの実力とポテンシャル」

2021年6月11日（web）　富山県呼吸と循環Webセミナー

　講演：苅尾七臣 「睡眠時無呼吸症候群と循環器リスク：Up-To-Date」

2021年6月11日（web）　芳賀郡市医師会学術講演会

　講演： 甲谷友幸　「発作性心房細動のみつけかた　～どの患者に、どのデバイスで～」

2021年6月12日（on-line）　第32回両毛不整脈セミナー

　講演：渡邉裕昭　「PLSVCを含めた複数のnon PV fociを有するPAFアブレーション2nd sessionの

1例」

2021年6月18日（宇都宮市）　心不全フォーラム

　講演：石山裕介　「当院の心不全治療　エンレストの使用経験を含めて」

2021年6月21日（web）　Heart Failure Seminar for Next Generation

　「攻める心不全薬物治療　SGLT2阻害薬をどう活かすか？」

　Lecture session　座長：滝　瑞里

　Discussion session　司会：桂田健一

パネリスト：石山裕介、青山　泰、佐藤雅史

2021年6月23日（Web）　地域医療と循環器懇話会

・診療部門活動報告 1）心カテ・虚血性心疾患チーム

2）不整脈チーム

3）心不全・echoチーム

・研究活動報告
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2021年6月25日（Web）　Joint Web Forum

　講演 大場祐輔「循環器領域の最新の話題（抗血小板療法と消化管出血マネジメント）」

2021年6月25日(web) とちぎACHD-PAH Webセミナー

　講演：甲谷友幸「当院におけるACHDセンターの診療と他科連携の実際」

2021年7月1日（web）　不眠症セミナー～循環器領域における不眠症治療を考える会～

　特別講演：苅尾七臣　「高血圧・循環器疾患と睡眠」

2021年7月10日（web）　薬師寺心血管エコーセミナー

　一般演題：森田愛理「ASの重症度評価からTAVI　or SAVRの選択まで～」

～2020年改訂版　弁膜症治療のガイドラインに沿って～

　特別講演：滝　瑞里「重症心不全の治療」～心移植・補助人工心臓から薬物治療・血圧管理まで～」

　座長：原田顕治

2021年7月10日（Web）　第21回関東心・血管フォーラム

　講演：桂田健一　「腎デナベーションによる心不全改善メカニズム」

2021年7月10日（web）第11回Point-of-Care超音波研究会

　講演：原田顕治　「領域横断シンポジウム【心不全の領域横断POCUS】

心臓POCUS(FoCUS)による心不全の診断」

2021年7月13日（Web）　Meet　The Expert～南那須 ARNI Web Symposium～

　特別講演：　原田顕治　「経食道心エコーで診る循環器疾患」

2021年7月15日（Web）　第7回自治医科大学-芳賀郡市医師会　医療ネットワークセミナー

　基調講演：金子大介　「Protein　S欠乏症が判明した再発性静脈血栓塞栓症の一例」

　特別講演：座長　新保昌久

2021年7月16日（Web）　チームで取り組む地域心不全治療～薬物治療とデバイス治療のリレーショ

ンシップ～

Session2 講演：小森孝洋　「大学病院における心不全外来と最新デバイス治療」

2021年7月30日（web）　エンレスト承認1周年記念全国講演会（県南地域）

ショートレクチャー＆ディスカッション

Session2 講演：清水勇人 「使用経験から学ぶ～エンレストの導入について～」

2021年7月30日（web） - 1st Anniversary ARNI- With ARNI　時代の到来 -（小山市）

ショートレクチャー＆ディスカッション

Session2 講演：佐藤雅史 「使用経験から学ぶ～ARNIの外来導入について～」

2021年8月5日（web）　芳賀郡市医師会学術講演会

　特別講演：原田顕治　「心不全診療における最新の話題と日常診療のポイント」

2021年8月6日（web）　Tochigi CIEDs conference

　実臨床におけるICDデバイスのプログラミングに関する知見

　症例報告　座長：今井　靖

　特別講演：三橋武司　「ICD上室性識別機能及びプログラミングに関する知見」

コメンテーター：小森孝洋

2021年9月2日（web）　Jichi　HF Network Meeting
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　 　Session1　講演：座長　苅尾七臣　「心不全診療におけるARNIの意義」

　　 Session2　ディスカッション：症例から考える with ARNI時代の心不全治療」

パネリスト：原田顕治、小森孝洋、滝　瑞里

2021年9月3日（web）　第2回　Cardiovascular Expert Conference

　discussion「HFrEFに対する薬物治療の rapid sequencing」

　　座長：小森孝洋

　　パネリスト：鈴木悠介

2021年9月3日（web）　Tochigi CIEDs conference 

　実臨床におけるICDデバイスのプログラミングに関する知見

　　症例報告　座長：甲谷友幸

　　特別講演：三橋武司　「Pain Reduction とケースカンファレンス」

コメンテーター：渡邉裕昭

2021年9月6日（web）　高血圧フォーラムin 長崎

　講演：苅尾七臣　「不整脈・脳卒中・心不全を見据えた高齢者のトータルケア

｜JSH2019ガイドラインから個別診療へ｜」

2021年9月9日（Web）　サムスカ10周年記念講演会

　特別講演座長：苅尾七臣　「心不全におけるサムスカのすべて」

　ディスカッション：滝　瑞里、齋藤俊祐

　　「トルバプタンを急性期・慢性期・心不全新薬の視点から考察する」

2021年9月9日（Web）　循環器Live Symposium

　講演1　座長：清水勇人　「虚血性心疾患の治療と慢性化の地域連携」

2021年9月10日（web）　第26回　地域循環器診療研究会

　特別講演：原田顕治　「心不全診療における最新の話題と日常診療のポイント」

2021年9月14日（web）　茨城の地域医療を考える

　講演Ⅱ：甲谷友幸　「脳梗塞の前に発作性心房細動を見つけたい！

～どの患者に、どのデバイスで～」

2021年9月15日（web）　Medtronic CRYO Web講演会

コメンテーター：渡部智紀 「持続性心房細動に対する Cryo Ablation」

2021年9月16日（web）　自治医大＆上尾中央　Web EVT Live Demonstration

　「～おごまん、こんなに成長しました～」　　Operator: 小古山由佳子

　座長：船山　大、パネリスト：清水勇人、小林久也、鳥海進一

2021年9月27日（web）　Collaboration symposium -糖尿病合併心不全を考える-

　座長：甲谷友幸　「ARNIのネプリライシン阻害作用の重要性」

2021年9月30日（web）　実地医家で心不全を考える会

　講演：小森孝洋　「慢性心不全患者への新たなる治療戦略」

2021年10月8日（web）　「心腎不全抑制を見据えた高血圧治療2021」

　講演：苅尾七臣　「心不全発症予防、臓器保護を目的とした降圧療法」

2021年10月14日（web）　第29回下野栄養管理研究会
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　総合司会：苅尾 七臣

2021年10月18日（web）　岩国市医師会学術講演会

　講演：星出　聡　「臨床高血圧の最新の話題」

2021年10月19日（web）　小山地区医師会学術講演会 

　講演：星出　聡　「臨床高血圧の最新の話題」

2021年10月19日（web）　脳卒中・循環器病対策基本法の推進からACSの課題解決を考える

　Discussion Part　座長：苅尾七臣

　Presentation 4　講演：船山　大　「下野エリアにおける急性心筋梗塞治療に対する取り組み」

2021年10月23日（web）　第13回　栃木心血管インターベンション研究会

　一般演題　一部　ディスカッサンド：清水勇人

2021年10月26日（web）第8回　TIJ Network Meeting

　講演①　演者：小森孝洋　「心不全薬物治療に関する最新の話題」

　講演②　演者：渡辺直生　「日常診療で診る心不全患者をどう捉えるか？」

座長：苅尾七臣

2021年10月27日（web）　Cryo Ablation Web 講演会

　ディスカッション　「持続性心房細動に対する アプローチ」　コメンテーター：上岡正志

2021年10月28日（web）　第89回加茂循環器セミナー

　講演：苅尾七臣　「高血圧から心不全への連鎖を断ち切る～エンレストのエビデンス～」

2021年10月28日（web）　Cardiovascular Disease Treatment Seminar in TOCHIGI

　Session1　講演：船山　大「心不全治療update ～SGLT2阻害薬を含めて～」

2021年10月28日（web）　第1回関東甲信越Evoluion 症例検討会

　症例提示：渡邉裕昭　「栃木県におけるリード抜去植え込み

1年以内のAttain Stability Quadを使用したCRT-P抜去に難渋した1例」

2021年10月29日（web）　がんと循環器を考える会　in Tochigi

　一般講演：石山裕介　「がん関連血栓症への取り組み」

　特別講演座長：新保昌久「がん治療のためのOnco-Cardiology　がん関連血栓症を中心に」

2021年11月8日（web）　次世代をリードするカテ医の会2021

　SessionⅡ　座長：大場祐輔　「2nd attempt PCI for RCA CTO」

2021年11月11日（web）　心不全治療を考えるin 稚内

　講演：苅尾七臣　「高血圧から心不全への連鎖を断ち切る～エンレストのエビデンス～」

2021年11月12日（web）　第12回　会津心臓病・心血管疾患　研究会

　IVUSコメンテーター：船山　大

2021年11月15日（web）　第2回　Cardiovascular Expert Meeting in Hiroshima

　特別講演：星出　聡　「降圧薬としてのARNIと腎デナべーションについて」

2021年11月15日（web）　高血圧・心不全WEB Symposium　in Fukuoka

　講演：　桂田健一　「腎デナ―ベーションの基礎と臨床：高血圧、心不全治療への応用」

2021年11月18日（web）　第1回　循環器　EXPERT MEETING ～虚血性心疾患　最新の治療を考え

る会～
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　  Session 1　座長：清水勇人

講演：金子大介 「血行再建とECPELLAにより救命に成功した急性心筋梗塞の一例」

2021年11月19日（web）　J-Net Wave 循環器トータルケア

　総合司会：苅尾七臣　「超高齢化時代における合併症を見据えた血圧管理」

　地域演題：成田圭佑　「地域における循環器診療　̶佐賀県離島診療所での診療経験より―」

　特別講演：甲谷友幸　「ハイリスク高齢者の心房細動　早期発見、早期治療

̶抗凝固療法の新たな選択法̶」

2021年11月19日（web）　TAV in SAV症例検討会

　症例検討・ディスカッション　座長：船山　大

2021年11月21日（web　ハイブリッド）　IMPACTプログラムナショナルミーティング

ワークショップ：桂田健一　「コンセンサスステートメントを参考にした糖尿病内科医と循環器内

科医のコラボレーション（ファシリテーター）」

2021年11月25日（web）　POC超音波研究会　第5回ポーカス入門セミナー

　座長：原田顕治　「心臓POCUS：ほっておけない心膜液貯留」

2021年11月26日（web）　Catheter　ablation Case report Conference

　特別講演 座長：渡部智紀　「SDMに基づくカテーテルアブレーション治療とは？

～Shared decision making の重要性～」

　症例提示：渡邉裕昭　「急性冠症候群を背景としたVF stormに対してtrigger VPC ablationを

行った一例」

　症例発表＆ディスカッション　演者1：佐藤雅史

2021年11月26日（web）　北関東・心エコーWebセミナー

　原田顕治　「HFpEFに対する薬物治療の展望」

2021年11月29日（web）　栃木県北学術講演会 -高血圧最新の治療戦略-

　特別講演：星出　聡　「臨床高血圧の最近の話題」

2021年11月30日（web）　The Essence of iATP -Real DataからATP治療を再考する-

　Case Preentation：小森孝洋　「Converntional　ATP不成功例」

2021年12月2日（web）　内科医のための不眠症診療Webセミナー

　講演：苅尾七臣 「高血圧・循環器疾患と不眠症」

2021年12月3日（web）　第68回筑波循環器懇話会

　講演：苅尾七臣　「最新の高血圧・心不全TOPICSから病診連携を考える」

2021年12月3日（web）　栃木心血管インターベンション研究会　OCT WEB LIVE

　第一部　座長：船山　大、コメンテーター：大場祐輔

　第二部　コメンテーター：佐藤雅史

2021年12月4日（web）　KCT Live Demonstration 2021

コメンテーター：船山　大

2021年12月7日（web）　Heart failure Expert meeting in Tochigi

　一般講演：滝　瑞里　「新規心不全治療薬の当院での使用経験」

　特別講演　座長：苅尾七臣　「心不全の病態と新規治療薬の使い方」
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2021年12月9日（web）　健康寿命延伸を考えるWEBセミナー

　  講演：甲谷友幸　「脳卒中の1.5次予防：心房細動早期検出のためにできること-検脈の重要性-」

2021年12月13日（web） 第8回京都大学腎臓内科学講座設立10周年記念くすのき会講演会

　講演：苅尾七臣　「変動と腎デナベーション：Up-to-Date」

2021年12月13日（web）　Smart Wellness Community 協議会 動脈硬化予防啓発分科会設立記念シ

ンポジウム

講演：今井　靖　「動脈硬化により起こる病気―その診断と治療」

2021年12月14日（web）　栃木県　脳卒中と循環器疾患を考える会

　講演2：苅尾七臣 「栃木県で効果的な脳卒中・循環器疾患の地域医療に向けて」

2021年12月17日（web）　糖尿病合併心不全治療update

　総合座長：苅尾七臣

　ディスカッサント：桂田健一「SGLT2阻害薬は今後 どのような患者さんに処方していくべきか？」

2021年12月21日（web）　GLP-1  Advanced Scientiic Seminar

　講演：桂田健一

　「GLP-1受容体作動薬の自律神経を介した血圧・摂食・利尿調節機序：基礎研究のエビデンス」

2021年8月24日（web）　1st　循環器臨床カンファレンス

　座長：苅尾七臣　「急性心不全診療に活かす血行動態の世界」

　ディスカッション：「症例から急性心不全を検討する」

ファシリテート：小形幸代

パネリスト：桂田健一、齋藤俊祐、坂田知久

2021年9月16日（web）　2nd　循環器臨床カンファレンス

　座長：今井　靖　「ARNIの可能性を含め、不整脈合併心不全に対する新たな治療法を探る！」

　ディスカッション：「症例から学ぶ不整脈合併心不全」

ファシリテート：甲谷友幸

パネリスト：上岡正志、横田彩子、奥山貴文

2021年12月3日（web）　3rd　循環器臨床カンファレンス

　座長：原田顕治　「緩和ケアからアドバンスケアプランニングへ」

　ディスカッション：「症例から心不全の緩和ケアを考える」

ファシリテート：小森孝洋

パネリスト：久保田香菜、佐藤雅史、成田圭佑
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（C）著書・総説

１）苅尾七臣：「災害から命を守るために「高血圧」」　NHKテキスト　きょうの健康、2021年5

月、66-69、2021

２）苅尾七臣：「名医が教える【自力降圧生活】高血圧を下げる　24時間生活術　高血圧自力で下げ

る！血圧対策の名医が教える最新1分体操」　113-124、2021

３）苅尾七臣：「降圧薬いつ飲む？ いつやめる？ 循環器内科の名医が回答！降圧薬の疑問10　高血

圧自力で下げる！血圧対策の名医が教える最新1分体操」　125-131、2021

４）苅尾七臣：「循環器疾患治療薬/レニン・アンジオテンシン（RA）系阻害薬」　薬がみえる、

Vol.1、329-336、 2021

５）苅尾七臣：「循環器疾患治療薬/利尿薬（新規）」　薬がみえる、Vol.1、344-347、2021

６）苅尾七臣：「血圧異常（大改訂）」　薬がみえる、Vol.1、402-417、2021

７）苅尾七臣：「血圧異常　ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護②」　循環器：157-175、2021

８）苅尾七臣：「腎神経デナベーションのエビデンス」　ドクターサロン、Vol.65、49-51、2021

１）今井　靖：「臨床高血圧125周年～論点の整理と将来展望、 高血圧と心房細動」　Therapeutic

Research：42(9), 605-610, 2021

２）吉田俊哉、今井　靖：「特集　内科外来でみる急性腹症　見落とさないコツ　見落としてはいけ

ない消化器以外の疾患」　診断と治療：109、45-49、2021

１）星出　聡：「診察室外血圧（家庭血圧、ABPM）による評価ー臨床試験での腎デナベーションの

適応基準値も含めて」　Current Therapy：Vol 39 No 1,19-24, 2021

２）星出　聡：「【災害時の循環器疾患管理：経験とエビデンスに基づく提言】　第2回　東日本大震

災の経験と提言」　Heart View：Vol 25 No 2, 96-100, 2021

３）星出　聡：「ABPMの重要性」　Current Therapy：Vol 39, No 12, 19-23, 2021

４）星出　聡、苅尾七臣：「COVID-19と高血圧」　循環器内科：Vol.89/No.5, 557-561、2021

１）原田顕治，脇　広昂：「ASの手術時期における心エコー図の役割」　心エコー：Vol22(2)、154-

161、2021

２）神尾麻里子, 原田顕治, 渡部智紀, 脇 広昂, 菅野美和, 柿沼有子, 宮本史雄, 岩谷周一, 細川俊彦, 苅尾

七臣：「透析中の胸痛を伴う血圧低下に左室内狭窄の関与が示唆された1例」　心臓：53(2)、177-

182、2021

１）甲谷友幸：【植え込み型デバイス】ICD（SICD/WCD含む）：CATH LAB JIN 4：90-94, 2021

１）桂田健一：「治療抵抗性高血圧への対処－腎デナベーションを含めて－　中枢・交感神経系－腎

デナベーションの影響を含む－」　カレントテラピー：39，30-35, 2021

２）桂田健一、篠原啓介、青木二郎、南都伸介、苅尾七臣：「腎デナベーション：基礎と臨床の最新
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エビデンス」　循環器専門医： 30、11-19、2021

３）桂田健一：「難治性高血圧Up-to-date 2021－診断と最新治療－　心不全モデルを用いた腎デナ

ベーションの体液調節機序」　カレントテラピー： 39, 73-77, 2021

１）鳥海進一、苅尾七臣：「腎動脈狭窄症」　循環器疾患最新の治療2022-2023、321-324、2021

１）水野裕之、苅尾七臣：「血圧脈波検査」　シンプルにわかる循環器内科研修ハンドブック：136-

141, 2021

１）久保田香菜：「特別な背景を有する心不全の病態と治療、先天性心疾患による心不全」　内科：

Vol.128, No.1、73-76、2021

１）成田圭佑、苅尾七臣：「血圧季節変動」　Current Therapy：Vol. 39, No.1、2021

２）成田圭佑、苅尾七臣：「高血圧緊急症」　臨床と研究：2021年98巻第２号（3月号）．

３）成田圭佑、苅尾七臣：「第5章．血圧測定と評価」　診断と治療の手技：Vol.109, 2021年3月号増

刊．

４）成田圭佑、苅尾七臣：「高血圧・心疾患に合併する不眠・過眠の病態と治療戦略」　Current

Therapy：Vol. 39, No.3、2021

５）成田圭佑、苅尾七臣：「高血圧患者の血圧変動を理解する」　臨床栄養：Vol. 138, No. 3. 2021

６）成田圭佑、苅尾七臣：「高血圧患者の血圧変動を理解する」　臨床栄養：332-339, 2021

１）森田愛理、原田顕治：「透析患者の心合併症を心エコーで診る」　心エコー：Vol.23, No.1、56-

63、2022.

医学雑誌編集

苅尾七臣
１）Hypertension Research：Japan (Offi  cial Journal of Japanese Society of Hypertension)　Japan：

Editor-in-Chief

２）Current Hypertension Reviews：U.A.E.： Editor-in-Chief

３）Circulation Journal (Offi  cial Journal of Japanese Society of Circulation)：Japan：Associate Editor

４）Journal of Clinical Hypertension (Offi  cial Journal of American Society of Hypertension)：USA：

Associate Editor

５）Pulse：Asia：Associate Editor

６）Hypertension (Offi  cial Journal of American Heart Association)　USA：Editorial Board

７）Expert Review of Cardiovascular Therapy：UK：Editorial Board

８）Blood Pressure Monitoring：USA：Editorial Board

９）American Journal of Hypertension：USA：Editorial Board



－71－

10）Journal of Human Hypertension：USA：Editorial Board

11）International Journal of Hypertension：UK：Editorial Board

12）Cardiology Research：Canada ：Editorial Board

13）Heart and Vessels：Japan：Editorial Board

14）International Heart Journal：Japan：Editorial Board

15）Current Hypertension Reports：USA：Editorial Board

16）Clinical Hypertension：Korea：Editorial Board

17）Cardiology Discovery：China：Editorial Board

18）JACC Asia：Asia：Editorial Board
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（D）その他

＜受賞＞
「日本不整脈心電学会　第1回関東甲信越支部地方会（2021年1月30日 web開催）」

＜最優秀演題賞セッション＞

渡邉裕昭：「MediGuideテクノロジーを使用した心房細動アブレーションの1例」

「第9回 臨床高血圧フォーラム」（2021年5月15～16日　Web開催）

＜YCA受賞演題セッション：最優秀賞＞

成田圭佑：「家庭血圧と冬季発症心血管イベントとの関連」

＜第11回女性研究者奨励賞＞

冨谷奈穂子：「成人就労者の職場高血圧に関するJ-HOP worksite研究」

「第33回血圧管理研究会」（2021年11月27日　Web開催）

＜日野原重明賞＞

星出　聡：「脳内ナトリウム利尿ペプチドの上昇は、夜間血圧上昇を介して心血管イベントに関連す

る」

成田圭佑：「夜間家庭血圧による治療抵抗性高血圧患者の心血管リスク層別化」

＜研究助成＞
苅尾七臣
１）2017-2021年度　科学研究費助成事業（基盤研究S）「住環境が脳・循環器・呼吸器・運動器に及

ぼす影響実測と疾病・介護予防便益評価」（研究分担者）

２）2019-2021年度　長寿医療研究開発費「認知症と脳血管障害の発症を予測し脳小血管病を反映しう

る新規バイオマーカーのエビデンス確立」分担研究：「脳小血管病と心臓リハビリテーションの

関連」（研究分担者）

３）2020-2022年度　化学研究費助成事業（挑戦的研究(開拓)）「臨床ビッグデータとトランスオミッ

クス解析を統合した新しい心臓病学パラダイム構築」（研究分担者）

今井　靖
１）2019-2021年度　日本医療研究開発機構（AMED）研究費：先進的医療機器・システム等技術開

発事業（基盤技術開発プロジェクト）「インテリジェント心房細動予防・検出インフラの構築」

（研究分担者）

星出　聡
１）2017-2021年度　科学研究費助成事業（基盤研究C）「マルチセンサー多機能血圧計を用いた生

活・環境要因を考慮した高血圧管理」（研究代表者）

２）2017-2021年度　科学研究費助成事業（基盤研究S）「住環境が脳・循環器・呼吸器・運動器に及

ぼす影響実測と疾病・介護予防便益評価」（研究分担者）
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原田顕治
１）2019-2022年度　科学研究費助成事業（基盤研究C）「高齢者心不全の発症メカニズムを起立性血

圧変動異常とフレイルから解明する」（研究代表者）

甲谷友幸
１）2018-2022年度　科学研究費助成事業（基盤研究C）「1心拍毎の観血的血圧測定・非観血的血圧

測定と左室拡張障害の関連」（研究代表者）

小森孝洋
１）2019-2021年度　科学研究費助成事業（若手研究）「フレイル合併高齢心不全患者への非監視型心

臓リハビリテーションの有効性とその最適化」（研究代表者）

髙橋政夫
１）2020-2024年度　科学研究費助成事業（基盤研究C）「冠動脈プラーク形成における拍動と局所血

行動態の影響および降圧薬の効果に関する研究」（研究代表者）

渡部智紀
１）2020-2024年度　科学研究費助成事業（基盤研究C）「心房細動における家庭血圧計を用いた血圧

管理指標の確立と心房細動検出に関する研究」（研究代表者）

大場祐輔

１）2019-2021年度　公益財団法人日本心臓血圧研究振興会：第17回榊原記念研究助成「虚血性心疾患

におけるβ遮断薬の適応：リアルワールドデータベースを用いた急性期循環動態に基づく有効性

予測システムの開発」（研究代表者）

桂田健一
１）2021-2023年度　文部科学省科学研究費助成金　若手研究「交感神経－SGLT2連関の解明と心不

全治療への応用」（代表）

藤原健史
１）2019-2022年度　科学研究費助成事業（若手研究）「夜間家庭血圧変動性の増大と臓器障害・心血

管イベントとの関連」（研究代表者）

成田圭佑
１）2021-2022年度　科学研究費助成事業（研究活動スタート支援）「新規マルチセンサー搭載自由行

動下血圧脈波計を用いた心不全病態の解明と増悪予防」（研究代表者）

冨谷奈穂子
１）2020-2021年度　科学研究費助成事業（若手研究）「働き世代の隠れたリスク-職場高血圧、昼間

高血圧に関する検討」（研究代表者）用
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＜教室内カンファランス＞
毎週水曜日の18：00～（9月からは12：30～）

CUC または CRC と抄読会（Journal Club）を行っています。

（ CUC: Clinical Update Confereence、CRC: Clinical Report Conference）

１．1月13日（水） 「ダパグリフロジンの適応拡大について」

２．1月20日（水） 抄読会のみ

３．1月27日（水） 緩和ケア部長による講演：「心不全緩和ケアの課題－　オピオイドによる疼痛と

呼吸困難の緩和－」

４．2月3日（水） 日本循環器学会 第259回関東甲信越地方会予演

５．2月17日（水） 「心不全発症後の新規発症心房細動の臨床的意義について」

６．2月24日（水） 第2回 CPC

７．3月3日（水） 「心原性ショックを伴うACS時のimpellaのエビデンス」

　　/科長による講話「COVID-19禍の当科の現状」

８．3月10日（水） 特別講演「先天性心疾患  河田政明教授　最終講義」

９．3月17日（水） 退職者・派遣者・留学者　壮行式

10．3月24日（水） 死亡症例検討会

11．4月7日（水） 入局者歓迎式

12．4月14日（水） 留学報告会（久保田医師）

13．4月28日（水） 国内留学報告会（星出教授）

14．5月12日（水） 「ガイドライン解説～心臓リハビリテーション フォーカスアップデート～」

15．5月19日（水） 「ガイドライン解説～心不全 フォーカスアップデート～」

16．5月26日（水） 「ガイドライン解説～不整脈非薬物治療 フォーカスアップデート」～

17．6月2日（水） 薬剤部説明会

18．6月9日（水） 「ガイドライン解説～心エコー フォーカスアップデート～」

19．6月16日（水） 日本循環器学会 第260回関東甲信越地方会予演

　　/入局説明会「循環器内科 まるごと相談会」

20．6月23日（水） 「地域医療と循環器病懇話会」

21．6月30日（水） 「倫理申請改訂に伴う解説」

22．7月7日（水） 「ガイドライン解説～植込み型補助人工心臓　フォーカスアップデート～」

23．7月14日（水） 「インペラ　2例目の振り返り」 

24．7月28日（水） 第1回CPC

　　9月～ on-lineも利用したハイブリッド開催（昼時間帯に移動）

25．9月15日（水） 抄読会のみ

26．9月22日（水） 「安全なアブレーションへの当院での取り組み」

27．9月29日（水） 「ベルイシグアトの医薬品承認について」

28．10月6日（水） 「TAVI時に注意を要した症例の報告」

29．10月13日（水） 薬剤説明（ベリキューボ）

30．10月20日（水） 国内留学報告（小古山医師）
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31．10月27日（水） 「ELDERCARE-AF 試験について」

32．11月10日（水） 「高安動脈炎の遺伝子解析　－基礎研究は新規治療に繋がるのか？－

32．11月17日（水） 「HIF-1αシグナルと肺高血圧症」

33．11月24日（水） 薬剤説明（ダーブロック錠の適正使用）

34．12月1日（水） 日本循環器学会 第262回関東甲信越地方会予演（3演題）

35．12月8日（水） 薬剤説明（フォシーガ錠の適正使用について）

36．12月15日（水） 「冠動脈CTの理解を深める　～検査の適正化と診断精度の向上～」

37．12月22日（水） 「新規心不全治療薬の当院での使用経験」

回診・その他のカンファレンス

CCC、チャートラウンド・教授回診 水　　　8：00～15：00

カルディアックカンファ 木　　　7：45～8：30

心カテカンファ 月～金　9：00～9：30

心不全多職種カンファ 月　　　17：30～

不整脈カンファ 月　　　18：00～

血管カンファ 火　　　18：00～

TAVIハートチームカンファ 水　　　16：30～

成人先天性心疾患カンファ 水　　　18：00～
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6．学生教育
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M2　基礎臨床系統講義「循環」

年月日（曜） 授業項目 担当者

 2021年

10.27（水） 1. 循環器疾患の症状と徴候 苅尾七臣（循環器内科）

10.28（木） 2. 循環器疾患の基礎知識（心臓） 甲谷友幸（循環器内科）

10.28（木） 3. 循環動態と身体所見のとり方 大場祐輔（循環器内科）

11. 1（月） 4. 検査法の基本 小森孝洋（循環器内科）

11. 1（月） 5. 血管構造・生理とアテローム動脈硬化 新保昌久（循環器内科）

（リスク因子を含む）

11. 9（火） 6.　検査法の基本：心電図（1） 上岡正志（循環器内科）

11. 9（火） 7. 検査法の基本：心電図（2） 〃

11.12（金） 8. 虚血性心疾患（1）（虚血の病態生理・狭心症） 船山　大（循環器内科）

11.12（金） 9. 虚血性心疾患（2）（心臓カテーテル検査・治療） 〃

11.18（木） 10. 心筋疾患（心筋症・心筋炎） 原田顕治（循環器内科）

11.18（木） 11. 感染性心内膜炎・心臓腫瘍・心膜疾患 〃

11.19（金） 12. 肺血栓塞栓症・肺高血圧症 小森孝洋（循環器内科）

11.22（月） 13. 大動脈疾患（急性大動脈解離・大動脈瘤・ 新保昌久（循環器内科）

　　高安動脈炎）、末梢動脈疾患（病態・内科的治療）

11.29（月） 14. 心不全（1） 滝　瑞理（循環器内科）

11.29（月） 15. 心不全（2） 〃

11.30（火） 16. 弁膜症（1）（大動脈弁・肺動脈弁） 小形幸代（循環器内科）

11.30（火） 17. 弁膜症（2）（僧帽弁・連合弁） 〃

11.30（火） 18. 虚血性心疾患（3） 藤田英雄（さいたま循環器）

　（急性冠症候群の病態生理と診断・治療）

12. 1（水） 19. 不整脈（1） 甲谷友幸（循環器内科）

12. 1（水） 20. 不整脈（2） 渡部智紀（循環器内科）

12. 2（木） 21. 血管外科（大動脈・末梢動脈疾患・静脈疾患） 大木伸一（心臓血管外科）

12. 2（木） 22. 先天性心疾患の診断・疫学・総論 関　　満（小児科）

12. 3（金） 23. 先天性心疾患各論（1） 佐藤智幸（小児科）

12. 3（金） 24. 先天性心疾患各論（2） 佐藤智幸（小児科）

2022年

1.11（火） 25. 心臓血管外科（後天性心疾患） 川人宏次（心臓血管外科）

1.12（水） 26. 二次性高血圧 星出　聡（循環器内科）

1.13（木） 27. 心臓血管外科（先天性心疾患） 岡　徳彦（こども医療センター）

1.14（金） 28. 循環器疾患の治療薬 星出　聡（循環器内科）

1.17（月） 29. 本態性高血圧・合併症・治療 苅尾七臣（循環器内科）

1.17（月） 30. 循環器疾患のまとめ 苅尾七臣（循環器内科）
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M3　診断学実習
2022年2月2日　心電図：甲谷友幸（責任者）　滝　瑞理

　　　2月3日　心電図：久保田香菜、渡邉裕昭

2022年2月10日　バイタル：星出　聡（責任者）　横田彩子、小古山由佳子

M3　OSCE評価者
2022/2/19（土）　星出　聡、甲谷友幸、篠原　肇

M4　診断学実習（メディア）
2021年5月　心音：鳥海進一

M4 BSL ハイブリッドBSL（○クール）

2021年5月10日～2022年2月25日まで16クールのBSLを行った
Covidの感染状況により、メディア授業と病棟実習のハイブリッドで行った。
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M4　BSL連絡協議会担当　甲谷友幸

M5　臨床講義（メディア）
　2021年9月24日　　　Ｍ5　基礎臨床統合講義②-1、2　　　苅尾七臣

M6　POST OSCE
　2021年7月　腎臓内科：上岡正志、久保田香菜

M6　国試対策特別補講
　2022年1月4日　「循環器疾患の治療薬」星出　聡

2022.2.28（月） 1 時限 症候論 失神・めまい 苅尾七臣

2022.2.28（月） 2 時限 症候論 動悸・心悸亢進 星出　聡

2022.2.28（月） 3 時限   症例提示 不整脈 甲谷友幸

2022.3.2.（水） 4 時限 症候論 息切れ・ショック 新保昌久

2022.3.2（水） 5 時限 症例提示 心筋症・心膜疾患 小形幸代

2022.3.3（木） 6 時限 症候論 胸痛・背部痛 船山　大

2022.3.7（月） 1 時限 症例提示 虚血性心疾患 船山　大

2022.3.7（月） 2 時限 症例提示 大動脈瘤・解離・末梢動脈疾 新保昌久

2022.3.7（月） 3 限目 症例提示 心不全 小森孝洋

2022.3.8（火） 3 時限 症例提示 心弁膜症 原田顕治

2022.3.9（水） 2 時限 症例提示 感染性心内膜炎他 原田顕治

2022.3.9（水） 6 時限 症例提示 高血圧 苅尾七臣

月日 時限 区分 主題 担当教員

Ｍ5　総括講義（対面）
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7．若手医師論文症例報告

（2021年度）
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8．～１年間を振り返って～



－92－

2021年5月15日　成田圭佑先生「第9回臨床高血圧フォーラム」YCA優秀賞受賞

2021年6月19日　日本循環器学会関東甲信越地方会　Student award session優秀賞受賞

「YCA優秀賞」受賞

第9回臨床高血圧フォーラムは、新型コロナウイルス感染症予防の観点より現地参加を取りやめWebによる開催
となりました。当教室の成田圭佑先生が、YCA受賞演題セッション（LIVE配信）にて優秀賞を受賞しました。演
題は、「家庭血圧と冬季発症心血管イベントとの関連」です。
家庭血圧の大規模観察研究であるJ-HOP研究のデータベースを用いて、家庭早朝血圧が冬季に発症する心血管イ
ベントのリスクとなることを発表しました。苅尾教授、星出教授、藤原先生、諸先生方にご指導頂いた研究結果
で、YCA賞を頂戴し、嬉しく思います。Young Clinician AwardなのですがYoung～が受賞できるギリギリの年
齢でした！熱意にあふれたご指導をしてくださる苅尾先生、星出先生をはじめ、お世話になっております医局秘
書の皆様、ラボランチンの皆様には本当に感謝しております。今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。（成田圭佑）
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2021年7月16日　チームで取り組む地域心不全治療

「薬物治療とデバイス治療のリレーションシップ～」

コロナ禍2年目になりましたが、地域での勉強会、研究会はon-lineを利用して活発に行われています。視聴者も
かつてよりも多数のご参加を頂いています。

6月19日に第260回日本循環器学会関東甲信越地方会が開かれました。
循環器内科のゼミに参加していた医学部5年生の加藤直人君、藤井陽加さん、宮井秀彬君、宮川洋一君が Student 
award sessionで発表を行い、審査の結果優秀賞を受賞されました。
みなさん、受賞おめでとうございます！
以下、当日発表を行った加藤君の受賞コメントを掲載いたします。
「今回、自動解析のノッチ型P波と目視のノッチ型P波の一致度と、それぞれの心血管イベントの予測能を比較す
る研究を行いました。学生４名で心電図を読むことから始まり、統計解析を経て発表まで一連の流れを経験でき
たことは、将来本学を卒業した後に臨床研究に携わる際の大きな糧になると信じております。
この度はこのような賞をいただくことができ大変光栄です。最初から最後まで熱心にご指導いただいた甲谷先生
をはじめ、苅尾先生、学友、本研究に携わった全ての方々に心より感謝申し上げます。」
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2021年７月　「チームしもつけ」コロナワクチン集団接種に参加しました

「チームしもつけ」（地域における多施設医師参画・多職種協働）のコロナワクチン集団接種に、下野市と国分
寺さくらクリニック　村田光延院長（OB）のお声がけにより参加しました。このような形で地域医療に貢献でき
たことは大きな意味があると思いました。

7月7日（国分寺公民館）「チームしもつけ（公募）」の初日。星出 聡先生　永井歯科医院院長とご一緒です。
7月14日（きらら館）新保昌久先生　接種後観察医担当の五月女歯科医院院長とご一緒。
7月17日（きらら館）甲谷友幸先生　国分寺さくらクリニックチームとご一緒。
7月28日（国分寺公民館）苅尾七臣先生　宮澤クリニック院長（OB）と国分寺さくらクリニックチームとご一
緒。

（資料は村田光延先生よりご提供頂きました）
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2021年9月9日　プラウ・コトルチン先生　FACCに認定されました

2021年11月27日　第33回血圧管理研究会　日野原重明賞　W受賞

2017-2018年に当教室に留学されていたタイのプラウ・コトルチン先生が、アメリカ心臓病学会のフェロー会
員(FACC)に認定されました。また、コンケン（ Khon Kaen ）大学医学部救急診療部の准教授に昇任されまし
た。おめでとうございます！プラウ先生は Thai College of Emergency Physicians 並びに、国際救急医学連盟 
(IFEM)の研究委員を務められています。コロナ禍が収束し、学術活動の国際交流が戻る日を願っています。

星出 聡先生
　「脳内ナトリウム利尿ペプチドの上昇は、夜間血圧上昇を介して心血管イベントに関連する」

成田圭佑先生
　「夜間家庭血圧による治療抵抗性高血圧患者の心血管リスク層別化」

日野原重明賞は血圧管理に関する優れた研究報告について、当
日のオーラルセッションの中から、外部アドバイザーの選考に
より最優秀講演者1名に毎年贈られます。2021年は、異例の2
名、いずれも当科の星出先生、成田先生に贈られました。これ
は大変素晴らしい功績です。
コロナ禍においても、勤勉に研究と論文作成に取り組まれた証
しです。本当におめでとうございます。
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2022年3月23日　循環器内科医局　壮行会（退職、留学、派遣）

この3月をもちまして退職される先生方と、4月より留学、派遣に出る先生方の壮行会を行いました。退職される
のは 横田克明先生(2009年入局)、滝 瑞里先生(2010年入局)、脇 広昂先生（2013年入局)の3名です。各先生方
はこれまで長年に渡り、臨床・研究・教育の面で多大なる貢献をしていただき、医局を支えて頂きました。医局
員一同心より御礼申し上げます。藤原健史先生は英国オックスフォード大学に留学です。先生方からの感謝の言
葉や今後の抱負のご挨拶に続き、ゆかりのある先生方からは思い出を語って頂き、別れを惜しみつつも和やかな
時間を過ごせました。苅尾教授からは、昨年同様に卒業式を思わせる一人一人への温かな励ましの言葉と記念品
の贈呈が行われました。感謝と共に、新天地でのご活躍を心からお祈りしております。

最前列左から、藤原健史先生は英国オックスフォード大学に留学
脇 広昂先生は神奈川県のご実家 脇内科クリニックを継がれます。
滝 瑞理先生はご結婚のための退職。
小林久也先生は4月からとちぎメディカルセンター　しもつが　に派遣です。
権田勇樹先生は、2021年10月～2022年3月までの半年間の研修を終えて三井記念病院に戻られます。
坂田知久先生は1年間の後期研修を終えて栃木県での義務年限に戻ります。
また、渡辺直生先生はとちぎメディカルセンターしもつが に、加倉井俊也先生は佐野厚生総合病院に、奥山貴文
先生は新小山市民病院に派遣となり、研鑽を積みつつ地域医療に貢献します。
当日出席できなかった横田克明先生はJCHOうつのみや病院に引き続き勤務されます。
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～　あとがき　～

　「自治医科大学内科学講座　循環器内科学部門　2021年医局年報 第13号」をお届けする事が出来ま
した。苅尾教授が指揮をとられて13年目の、医局員の多忙な1年間の活動報告です。
　いまだにCovid-19の感染症禍が続いており、集まり合う事、会食する事、旅行する事など、自由に
行えない制限の多い日常ですが、今できる事に忙しく携わった循環器内科学部門の1年間の業績をご
報告させて頂きます。更なる活動の場を求めて留学や別の道を選んだ先生、他施設に異動された先生
方もおられますが、真剣にご自分の人生に向き合いつつ共に過ごした1年間の記録です。ご高覧頂け
ますと幸いです。
　苅尾教授のご指導の下、医局スタッフ一同が状況ゆえの可能性に挑戦している日々です。引き続き
のご支援、ご指導をどうぞ宜しくお願い申し上げます。

（編集担当：菅原則子）

　今年度もホームページ・Facebookを通して、1年間の医局の活動はもちろん、日々の臨床業務に加
え学術活動にも精を出す先生方の姿などを配信して参りました。
　お時間のあるときにぜひ当科ホームページ・Facebookをご高覧いただけると幸いに存じます。

自治医科大学内科学講座
循環器内科学部門　2021年年報

2022年10月発行

〒329-0498　栃木県下野市薬師寺3,311番地の1
TEL 0285（58）7344　FAX 0285（44）5317

【自治医科大学内科学講座　循環器内科学部門】
　＜ホームページ＞ http://www.jichi.ac.jp/usr/card/index.html
　＜ Facebook ＞ https://www.facebook.com/junkan.jichi
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